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Ⅰ 知識科学研究科の教育目的と特徴 
 

 知識科学研究科は、「自然、個人、組織及び社会の営みとしての知識創造という視点に立

って、文理融合型の学問分野を創成しつつ、優れた教育研究環境の下で知識の創造、蓄積

及び活用のメカニズムを探究する教育研究を行い、将来の知識社会を担う高度な知識と応

用力、幅広い視野と的確な判断力、高度のコミュニケーション能力を備えた研究者及び高

度職業人を養成する」ことを目的とし、世界初の「知識科学」を対象とした教育研究機関

として、平成８年５月に設置された。 

１専攻（知識科学専攻）の下に、４つの教育研究領域（社会知識領域、知識メディア領

域、システム知識領域、サービス知識領域）を置き、分野融合の教育体系を構築している。

以下に、教育の実施方針とその特徴を述べる。  

 

 

［教育の実施方針］ 

（研究科の方針）  
１ 知識科学に関する学術内容を体系的に講義することに加え、グループワーク等のアク

ティブラーニングの教授法を取り入れることにより、知識の創造に寄与できる基礎力を

養う優れた教育研究環境を構築する。  
２ その教育研究環境の中で、知識社会を担う高度な問題発見能力と問題解決能力を備え

た研究者及び高度専門技術者を養成する。  

 

［教育の特徴］  

１ 文理融合型の学問分野を創成するという目的を達成するため、出身学部・専攻を問わ

ず広く門戸を開放し、多様な人材を受け入れている。社会人の学び直しのために東京サ

テライトにて、社会人経験がある学生を受け入れている。 

２ 知識創造の理論研究のみならず、グループ創造技法や現場でのフィールドワーク等の

スキルの習得ともに、現実の問題の解決を目指す実践的研究を、国内外の組織と実施し

ている。 

３ 以って、自然、個人、組織及び社会の営みを、知識創造という視点に立って考究し、

産業界のニーズや未来ニーズを踏まえ、社会課題を解くことができる知識社会を担う人

材を養成している。 

 

 

［教育プログラムの特徴］ 

 学生のキャリア目標の実現を支援するため、修学目的に応じた５種類の教育プログラ

ム（ＳＤ、５Ｄ、３Ｄ、Ｍ、Ｍα）を提供し、５Ｄ及び３Ｄプログラムでは学生にキャ

リアタイプ（タイプＳ、Ｅ）を選択させ、キャリアタイプに応じた授業科目を充実させ

ている。 
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[想定する関係者とその期待] 

在学者・志願者及びその家族、修了者及び産業界や教育研究機関、本学近隣の地域社会

の行政組織や地域コミュニティ、連携する国際的な組織（大学、ＮＧＯ）が関係者である。

特に職務に関わる問題解決能力開発を必要とする社会人学生は、社会や産業界のニーズに

応え、問題解決人材を育成することを目指す本研究科にとって重要な関係者である。 

在学者・修了者からは、キャリア目的に応じて生涯に渡って通用する教育を、産業界や

教育研究機関からは、イノベーションを起こすことができる人材育成を期待されており、

上記の教育目的を達成することでその期待に応える。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

21世紀に入り、産業の中心が製造業からサービス業に移っている。このような時代の変

化に対応できる人材の育成を行うために、本研究科は、平成23年度に、サービス知識領域

を新設し、４つの教育研究領域（社会知識領域、システム知識領域、知識メディア領域、

サービス知識領域）体制に再編した（資料1-1(別添資料Ｐ１)，1-2）。 

 
 

資料1-1 研究科の組織編成（別添資料Ｐ１） 
 
 
 
資料 1-2 教育研究領域 

領域名 概要 

 社会知識領域 

グループや組織、社会における知識の創造・共有・活用のプロセスを考究
し、企業や行政官庁、非営利組織、知識社会等における知識経営と技術経営
の実践的な技能・技術を習得し、技術的・組織的・社会的イノベーションを
創出できる有能な人材を育成する。 

 知識メディア領域 

人間が知識を発見し表現する過程を考究し、知識情報やメディア情報に基
づき、知識ベースシステムをデザイン・構築するための体系的理解を習得
し、そこから知識創造あるいはメディア創造に関する知識社会にふさわしい
応用領域を開拓できる有為な人材を育成する。 

 システム知識領域 

地域社会、ネットワーク、言語やコミュニケーションなどの複雑な対象に
おける知識の創造・共有・活用をシステム思考やモデリング・シミュレーシ
ョンなどのシステム科学をもとに考究する。そしてシステム科学の基礎の体
系的理解に基づいた上記の複雑な現象の分析や研究およびそれらの抱える問
題の解決に貢献する有為な人材を育成する。 

サービス知識領域 

企業や知識におけるサービス価値の創造に着目し、サービス知識の創造・
共有・活用のプロセスを考究する。そして、様々な組織におけるサービス経
営の実践的なノウハウ・技術を習得させ、技術的・組織的・社会的イノベー
ションを創出できる有為な人材を育成する。 

（出典：平成27年度 履修案内） 

 

 東京サテライトの社会人教育においても、平成15年10月設立の技術経営(Management of 

Technology、MOT)コースと平成21年10月設立のサービス経営(Management of Service、MOS)

コースを、技術・サービス経営(Innovation Management of Service and Technology、

iMOST)コースとして平成23年10月に統合し、さらに医療サービスサイエンス(Medical 

Service Science、MSS)分野を加えた。 

教員組織の構成は資料1-3のとおりであり、産業界のニーズに柔軟に対応しながら配置

している。 
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資料 1-3 教員組織の構成（平成 27 年５月１日現在）            （単位：人） 

領域名 教 授 准教授 講 師 助 教 

 社会知識領域 ２ ２ ０ １ 
 知識メディア領域 ３ ２ ０ ４ 
 システム知識領域 ２ ２ ０ ２ 
サービス知識領域 ３ １ ０ ２ 

国立大学改革強化推進事業（未来ニーズの顕
在化とそれを実現するイノベーション創
出人材の輩出） 

０ （１） ０ ０ 

兼務教員 ⑤ ④ ０ ０ 

計 １０⑤ ７（１）④ ０ ９ 

 注：○内数字は兼務で外数。 

（ ）内数字は外部資金による雇用者（特任教員）で外数 

 

本学は、博士前期課程学生は入学時には研究室を決定せず仮配属を行い、仮配属期間の

３か月の間に、知識科学の基礎講義を受講した後に、学生の希望に基づいて、所属研究室

を決定する教育体制を採っている。実際に、社会人学生を含む多くの学生がサービス知識

領域の研究室に配属されていることは、サービス知識領域の新設が学生のニーズに応える

ものだったことを示している（資料1-4）。 

 

資料1-4 ４領域制移行後の研究室配属状況       （各入学年度の翌年度５月現在） 

平成23年度入学者                              （単位：人） 

   
博士前期課程 

小計 
 博士後期課程 

小計 合計 
４月入学 10 月入学 ４月入学 10 月入学 

社会知識領域 10 4 14 5 0 5 19 

知識メディア領域 15 1 16 1 2 3 19 

システム知識領域 9 4 13 2 2 4 17 

サービス知識領域 19 8 27 4 3 7 34 

合 計 53 17 70 12 7 19 89 
 

平成 24 年度入学者    

   
博士前期課程 

小計 
博士後期課程 

小計 合計 
４月入学 10 月入学 ４月入学 10 月入学 

社会知識領域 11 5 16 4 0 4 20 

知識メディア領域 21 5 26 3 3 6 32 

システム知識領域 7 0 7 6 1 7 14 

サービス知識領域 17 10 27 4 6 10 37 

合 計 56 20 76 17 10 27 103 
 

平成 25 年度入学者 

   
博士前期課程 

小計 
博士後期課程 

小計 合計 
４月入学 10 月入学 ４月入学 10 月入学 

社会知識領域 10 6 16 3 3 6 22 

知識メディア領域 13 4 17 3 3 6 23 

システム知識領域 5 0 5 2 2 4 9 

サービス知識領域 22 7 29 6 9 15 44 

合 計 50 17 67 14 17 31 98 
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平成 26 年度入学者 

   
博士前期課程 

小計 
博士後期課程 

小計 合計 
４月入学 10 月入学 ４月入学 10 月入学 

社会知識領域 9 4 13 1 1 2 15 

知識メディア領域 20 5 25 7 1 8 33 

システム知識領域 2 2 4 3 1 4 8 

サービス知識領域 14 9 23 6 5 11 34 

合 計 45 20 65 17 8 25 90 

 

平成 27 年度入学者        

   
博士前期課程 

小計 
博士後期課程 

小計 合計 
４月入学 10 月入学 ４月入学 10 月入学 

社会知識領域 10 4 14 5 2 7 21 

知識メディア領域 23 5 28 1 3 4 32 

システム知識領域 5 2 7 3 3 6 13 

サービス知識領域 21 7 28 2 8 10 38 

合 計 59 18 77 11 16 27 104 

 

●入学者選抜方法の工夫とその効果 

知識科学は学際的な学問であり、人文・社会科学系、自然科学系を問わず、入学者を幅

広く受け入れている（資料1-5）。多様な学生を集めるため、大学、高専での個別の大学院

説明会に加え、大学院説明会を全国で行っている。優秀な留学生獲得のために日本語学校

でも行っている。大学院説明会では、平成26年３月に本研究科の教員が共同で執筆した『知

識科学で活躍しよう』（資料1-6）を配付し、短時間の説明では伝えきれない内容を補って

いる。 

知識科学を確立するためには、国際化は不可欠である。海外の大学との間で協働教育プ

ログラムを設けるなど、留学生の積極的な受入を推進した結果、平成27年５月時点で留学

生96名(正規課程学生のみ）、留学生比率32.9％（博士前期課程26.6%、博士後期課程43.5%）

となり、第２期中期計画において大学全体で掲げている留学生比率30％の目標を上回って

いる（資料1-7）。 

 

資料1-5 平成27年４月入学者内訳 

 

 

 

 

 

（出典：２０１５概要） 
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資料1-6 『知識社会で活躍しよう』 

 

JAIST知識科学研究科 (著)
単行本: 148ページ
出版社: 社会評論社 (2014/03)
ISBN-13: 978-4784518241
発売日： 2014/03

 

 
資料1-7 学生数及び留学生数 

知識科学研究科 

  

博士前期課程 博士後期課程 計 

学生数

（人） 

留 学 生 数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数

（人） 

留 学 生 数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数

（人） 

留 学 生 数 

（人） 

留学生 

比率 

H16 年度 193 25 13.0% 75 21 28.0% 268 46 17.2% 

H17 年度  233 26 11.2% 92 27 29.3% 325 53 16.3% 

H18 年度  250 38 15.2% 103 26 25.2% 353 64 18.1% 

H19 年度 224 52 23.2% 114 29 25.4% 338 81 24.0% 

H20 年度 212 60 28.3% 99 25 25.3% 311 85 27.3% 

H21 年度 197 62 31.5% 85 22 25.9% 282 84 29.8% 

H22 年度 209 62 29.7% 84 21 25.0% 293 83 28.3% 

H23 年度 203 49 24.1% 95 28 29.5% 298 77 25.8% 

H24 年度 186 44 23.7% 101 33 32.7% 287 77 26.8% 

H25 年度 182 48 26.4% 109 41 37.6% 291 89 30.6% 

H26 年度 167 45 26.9% 120 51 42.5% 287 96 33.4% 

H27 年度 184 49 26.6% 108 47 43.5% 292 96 32.9% 

 

●多様な教員の確保の状況とその効果 

教員選考に当たっては、研究業績だけでなく、教育に熱心に取り組む人材を採るため、

選考書類に教育目標や研究室運営に関わる抱負等を書かせ、選考面接により詳細を確認し

た上で採用している。 

社会人教育においては、企業の現場でのアクションリサーチを推奨し、研究指導を行っ

ている。この指導のため、研究科全体として企業出身の教員を積極的に採用しており（資

料1-1（別添資料Ｐ１）)、研究科教員26名のうち６名が企業出身となっている。 

 

（再掲）資料 1-1 研究科の組織編成（別添資料Ｐ１） 

 

●教員の教育力向上のための体制の整備とその効果 

教員の融合・意思統一を図る目的で、ＦＤ活動を行っている。ＦＤ活動では、コア科目

である基幹講義科目「知識科学概論」(資料2-3（別添資料Ｐ６）)の設計や、複数領域審査
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の方法、グループによる副テーマの検討を行ってきた。 

複数領域審査とは、博士前期課程の学位論文審査において、研究領域に閉じた審査を行

わず、複数の研究領域の教員が各領域の視点から審査を担当するものである。このほかに

も、人材養成のスキルを共有する目的で、講義方法や研究室教育のノウハウを公開し合う

活動を行っている。例えば、ビデオ教材を活用した講義の方法や、留学生がいる研究室で

の研究室ゼミの運営ノウハウ等である。 

 

●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

各学期の終了時には、評価点数分布を講義ごとに集計した結果を研究科会議で共有する

ことで、講義によって評価が著しく異なることがないようにしている。さらに、各学期の

終了時には、学生による無記名の授業評価アンケート（資料1-8）を実施し、講義の問題点

を担当教員に把握させることで、講義内容・方法の改善につなげている。授業評価アンケ

ートにおいては、「教員はこの授業の内容について十分な知識を持っていたか」、「教員

は周到に準備して熱意をもって授業を行っていたか」などの授業の充実度に関する評価に

おいて、約90%以上の学生が５段階評価で５又は４と回答しており、学生の期待を高いレベ

ルで満たしているといえる。 

研究科のカリキュラムについて、講義の新設や開講時期の変更等、講義科目を定期的に

ＦＤ活動で検証している。また、次年度のシラバス作成時には、記載内容が記載項目と合

っているかをＦＤ活動で検証して、記載方法を統一している。 
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資料1-8 授業評価アンケート集計結果 

知識科学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

１(そう思 わない)・・２・・３(どちらとも言 えない)・・４・・５（そう思 う） の５段 階 。（回 答 が見 当 たらない、回 答 したくない場 合 は、０） 

[ 1] 知的興味を刺激するような講義でしたか。 [ 2] シラバスで期待した内容が授業で得られましたか。

[ 3] 教員は学習の目標をはっきりと示しましたか。 [ 4] 講義は全体としてよくまとまっていましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。 [ 6] 毎回の授業は計画どおり実施されましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。

[ 7] オフィスアワーは有用なものでしたか。 [ 8] 教科書や教材は有用なものでしたか。

[ 9] 参考書は有用なものでしたか。 [10] 配布資料は有用なものでしたか。
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（出典：平成27年度授業評価アンケート集計結果(知識科学研究科)） 

 

 

  

[11] 関連科目との位置づけは有用なものでしたか。 [12] 説明は工夫されていましたか。

[13] この授業では板書、OHP、ビデオ、スライドなどの使い方は適切でしたか。 [14] 教員はこの授業の内容について十分な知識を持っていましたか。

[15] 教員は周到な準備をし、熱意をもって授業を行っていましたか。 [16] 学生からの質問には的確に答えてくれましたか。

　　　　(5: 6h  4:4-6h  3:2-3h  2:1h  1:0-30m) [18] この授業への出席率(5: 80% or more  4: 70%  3: 50%  2: 30% 1: 20% or less)

[19] 期待する成績は何点ですか(5: 100  4: 80-99  3:70-79  2: 60-69  1:0-59)

[19] 期待する成績は何点ですか

[17] 予習復習にあてた週当たりの平均時間は約何時間ですか。
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（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）知識科学は実践的な学問であり、時代のニーズに応えていく責務を負ってい

る。既設の３領域に加え、サービス知識領域を設置した。サービス知識領域への配属学生

数を見ると、期間を通じて全体の約30～40％で推移しており、サービス知識領域設置が関

係者の期待、特に学生の期待に応えるものだったことを示している。また社会人コースに

ついても改組前の平成22年度と比べて平成27年度には学生数が63％増加しており(在籍者

数：平成22年度68名、平成27年度111名)、当該改組が時代のニーズに合っていることを示

している。 

教育の質保証・質向上のための仕組みとしては、ＦＤ活動や授業評価アンケートを行っ

ている。授業評価アンケートにおいては、授業の充実度に関する評価において、90%以上の

学生が５段階評価で５又は４と回答しており、学生の期待を高いレベルで満たしている。 
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観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

●体系的な教育課程の編成状況 

本研究科は、ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）において、博士前期課程では「新

たな学問分野である知識科学の基礎を幅広く習得するとともに、知識の創造、共有及び活

用のメカニズムを理解して、知識科学の特定の研究分野について学術的及び社会的に意義

のある研究能力又は専門的知識・技術を有している」人材を、博士後期課程では「新たな

学問分野である知識科学の理論、体系を幅広く理解するとともに、知識の創造、共有及び

活用のメカニズムを理解して、知識科学の特定の研究分野において世界的に通用する研究

業績をあげ、かつ高度の専門的知識・技術を有している」人材を育てる教育を達成すると

しており、当該ポリシーの下、教育課程の編成を行っている（資料2-1）。 

 

資料2-1 ディプロマ・ポリシー 

【博士前期課程】 

○全学 

本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

「修士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い基礎を理解し、問題解決に応用できる

能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観を身につけ、所定の期間在学し、所定

の単位を修得し、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格し

た者に授与する。 

 

○知識科学研究科  

 新たな学問分野である知識科学の基礎を幅広く習得するとともに、知識の創造、共有及び活

用のメカニズムを理解して、知識科学の特定の研究分野について学術的及び社会的に意義のあ

る研究能力又は専門的知識・技術を有していること。 

 

【博士後期課程】 

○全学 

本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

 「博士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い理論や体系を理解し、問題発見及び問

題解決に応用できる能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、俯瞰的な視野を

持ち、先端科学技術分野においてリーダーシップを発揮できる能力を身につけ、所定の期間在

学し、所定の単位を修得し、博士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格した者に授与

する。 

 

○知識科学研究科   

 新たな学問分野である知識科学の理論や体系を幅広く理解するとともに、知識の創造、共有及

び活用のメカニズムを理解して、知識科学の特定の研究分野において世界的に通用する研究業績

をあげ、かつ高度の専門的知識・技術を有していること。 

 

（出典：平成27年度 履修案内） 

 

 

この目的達成のために、科目番号200番台の基幹講義（当該分野の基礎的な知識の修得を

目的とした内容の講義）、400番台の専門講義（教員の専門性を背景とした最先端の研究を

反映した内容の講義）を中心に、講義を整備した（資料2-2（別添資料Ｐ２））。特に、200

番台の基幹講義において、知識科学とは何かを考えさせる「知識科学概論Ⅰ」を設置して

いる。また発展形の「知識科学概論Ⅱ」、「知識科学概論Ⅲ」を設置している（資料2-3（別

添資料Ｐ６））。知識科学概論は、学生に自ら考えさせる講義方法をとっている。オフィ

スアワーを利用し、博士後期課程１年の学生を中心にＴＡ（ティーチング・アシスタント）

を配し、議論を深めるグループ討論を強化している。知識科学概論は、平成21年度に設置

したものであるが、担当教員の交替や、グループディスカッションの方法を強化する等、

毎年改善をしている。  
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資料2-2 平成27年度講義科目（別添資料Ｐ２） 

資料2-3「知識科学概論Ⅰ」「知識科学概論Ⅱ」「知識科学概論Ⅲ」講義シラバス（別添資料Ｐ６） 

 

●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

知識の創造は世界的課題であり、その探究には英語教育や教育課程の国際化が重要であ

る。講義体系の整備の一環として、留学生のために、英語のみで博士前期課程を修了でき

るように、英語で講義を行う科目を整備した。特に、前述の「知識科学概論Ⅰ」は、日本

語で行う講義と英語で行う講義を準備し、「知識科学概論Ⅱ」は日本語、「知識科学概論

Ⅲ」は英語で行う講義とした。社会人教育においても、英語による講義（「企業科学」と

「戦略ロードマッピング」）を開講している（資料2-2（別添資料Ｐ２））。学生研究・学

外研修制度により語学力を実践する機会もあることから、多くの学生が積極的に語学学習

を行う環境にある。 

 

（再掲）資料 2-2 平成 27 年度講義科目（別添資料Ｐ２） 

 

●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

社会的ニーズに対応した人材を養成するため、国内外での研究留学や企業インターンシ

ップ等学外での研修機会を積極的に奨励している。博士後期課程においては、副テーマ研

究の代わりにインターンシップを修了要件とすることができる。  
本学は、社会人や留学生のニーズに応えて４月に加え、10月入学にも積極的に取り組ん

でいる。どの学期でスタートしても教育効果が上がるよう、一部の基幹講義を年２回開講

している。 

 

●社会に適応できる学生を育てる教育課程の実施上の工夫 

社会人学生を除く４月入学の全学生に対し、入学早々、新入生、教員が全員参加する１

泊２日の合宿を実施しており、連帯意識を育てることに効果を上げている。 

 

●養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

知の融合を強化するため、平成25年度にグループで行う副テーマを導入した（資料2-4）。

教員は知識科学の方法論（資料2-5）の指導を行うだけで、副テーマの進行は学生の自主性

に任せる。平成25年度の試行では、約20名の学生がグループ副テーマを選択した。平成26

年度以降この取組を本格展開し、平成26年度は26名の学生が、平成27年度は31名の学生が

選択した。従来の副テーマにグループで行う協働研究という性格を加えることで、主テー

マとの差異化を図ることができた。 

 

 

資料2-4 グループで行う副テーマ研究 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・副テーマ研究をグループワークで行い、グループや個人として指導を受けることもでき

る。その場合には以下のケースがある。 

*学生が同じ関心を持つグループメンバーを集めた上で、副テーマ指導教員を決める。 

*教員がグループワークで行う副テーマを提案し、グループメンバーを集める。 

グループワークでの副テーマでも、副テーマ研究の単位（知識科学研修Ａ）は、メンバー

一人ひとりが書く報告書を副テーマ指導教員が評価した後に与えられる。さらにグループ全

体の報告書を要求される場合がある。 

（出典：平成27年度履修案内P55 知識科学研究科 副テーマ研究） 
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資料2-5 知識科学研究科の基本ツール例 

 

 

●学生の主体的な学習を促すための取組 

学生の主体的な学習を促すための取組として、自身の学修の振り返りを助ける「学修計

画・記録書」や、修士学位論文又は課題研究報告書のための「研究計画提案書」、博士学

位論文のための「研究計画書」を学生に作成させ、指導教員との対話を通じて、計画的な

履修や研究が行えるよう取り組んでいる。特に学修計画・記録書には、講義の履修計画の

みならず、修得したい学問や修了後に目指すキャリアプラン等も記述させ、何を学ぶかを

主体的に考えさせる。 

また、博士後期課程学生に対し、研究科長裁量経費により、支援が必要な学生に対し、

毎年度10名弱程度のＲＡ（リサーチ・アシスタント）雇用を競争的に行っている。公募型

研究助成制度に準じた書式を使い、慎重な審査のもとに対象者を決定し、成果報告会（ポ

スター形式、年１回）を実施している。 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）講義については、入学者に知識科学の全体像を伝え、かつ、その後の専門性

教育の基盤となる“共通フレームワーク”を学ばせる「知識科学概論」を中核に、知識科

学の体系的な講義群を整備している。主テーマ研究に加え、別の専門研究で思考の幅を広

げさせる副テーマ研究により、俯瞰的な視野と知識の融合による問題解決能力を身につけ

させている。 

特に、副テーマ研究については、グループで行う副テーマを新たに整備し、知識科学の

基本ツールの活用を通し、産業界や教育研究機関のイノベーションを起こせる人材の育成

に努めている。 

以上の点から、教育課程の実効性は十分高いと判断する。 

 

 社会知識領域 
 質的分析： 質的分析ソフト（CAQDAS） 
 量的分析： 統計分析（SAS, SPSS, R, Excel） 

 知識メディア領域 
 問題整理、解決 ： KJ法 
 データマイニング： データマイニングソフト 
 デザイン思考  ： 主観分析、３Dプリンター 

 システム知識領域 
 シミュレーション： ゲーミングシミュレーション 

 サービス知識領域 
 価値測定  ： 脳機能計測装置 
 プロセス記述： サービスブループリント 

（出典：知識科学研究科作成）知識
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

（観点に係る状況） 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

本研究科では、実践力を培う観点から研究指導（主テーマ・副テーマ）の学外実施や、

博士前期学生を含め、研究成果の国内外での研究発表を推奨している。この効果は、学生

研究・学外研修制度を使って、海外の国際会議等に口頭発表やポスター発表を行う学生数

の増加に表れている(資料3-1)。 

 

資料3-1 学生研究・学外研修制度の実績 

 

 

 

●学生の研究発表成果や学生が受けた様々な賞等の状況から判断される学習成果の状況 

研究成果を国内外で発表する学生が増えた結果、学生の受賞も増加している（資料3-2）。

平成22年度からの合計は82件に達しており、第１期中期目標期間中の受賞数（64件）と比

較すると28％の増となっている。さらに、３か月以上の国内外の機関における学修に月額

８～10万円を助成する研究留学助成制度を使って、海外へ長期間留学する学生も出てきて

いる（資料3-3）。平成23年度から平成27年度まで、毎年度１名以上が国内外に留学してい

る。 

 

資料3-2 学生の受賞状況 

  H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

知識科学研究科 8 11 16 7 15 7 5 8 14 18 24 13 

 

受賞年度 所属・学年 賞名 

H22 年度 

知識・Ｄ NICOGRAPH 論文コンテスト優秀論文賞 

知識・Ｄ 日本創造学会論文誌論文賞 

知識・Ｍ 科学技術社会論・柿内賢信記念賞実践賞 

知識・Ｍ KICSS2010 学生研究賞 

知識・Ｄ 第 10 回 NICOGRAPH 春季大会論文コンテスト 優秀論文賞 

H23 年度 

知識・Ｍ 日本デザイン学会グッドプレゼンテーション賞 

知識・Ｄ ICOST2011 Best Multi-Disciplinary Paper Award 

知識・Ｄ 第 12 回日本感性工学会大会・優秀発表賞 

知識・Ｄ KICSS2011 学生研究賞 

知識・Ｄ キャンパスベンチャーグランプリ中部大会日刊工業新聞社賞 

知識・Ｍ 第 2 回知識共創フォーラム・能美市長賞 

知識・Ｍ 術フォーラム 2012 優秀発表賞 

知識・Ｄ 第 2 回知識共創フォーラム奨励賞 

Ｈ24 年度 

知識・Ｍ 
情報処理学会ヒューマンコンピュータインタラクション研究会学生

奨励賞 

知識・Ｄ 情報処理学会グラフィックスと CAD 研究会 優秀研究発表賞 

知識・Ｄ NICOGRAPH International 2012 Best Paper Award 

知識・Ｄ プレミアム石川ブランド製品認定 

知識・Ｄ KICSS2012 学生研究発表賞の一位を受賞 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 計

14 11 11 18 21 31 106知識科学研究科

研究科
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知識・Ｍ IVRC2012 決勝大会 審査員特別賞 

知識・Ｍ 
楽天テクノロジーカンファレンス 2012 Lightning Session Second 

Prize 

知識・Ｍ NICOGRAPH2012 優秀論文賞 

知識・Ｄ 平成 23 年度芸術科学会論文賞 

知識・Ｍ 平成 24 年度電気関係学会北陸支部連合大会 優秀学生論文賞 

知識・Ｄ 平成 24 年度 「学生ビジネスプランコンテスト」アイディア賞 

知識・Ｄ GLOBAL HEALTH 2012 Best Paper Award 

知識・Ｍ ヒューマンコンピュータインタラクション研究会学生奨励賞 

知識・Ｍ 2012 年度山下記念研究賞 

H25 年度 

知識・Ｍ 
「第 152 回情報処理学会ヒューマンコンピュータインタラクション

研究発表会」学生奨励賞 

知識・Ｄ 「Design Research Society2013」 Student Research Award 2013 

知識・Ｄ 芸術科学会「NICOGRAPH International 2013」Best Paper 賞 

知識・Ｄ 画像電子学会 ビジュアルコンピューティング賞 

知識・Ｄ 情報処理学会 グラフィクスと CAD 研究会 「優秀研究発表賞」 

知識・Ｄ 2012 年度日本創造学会論文誌 vol.16 論文賞 

知識・Ｍ 「IVRC2013 決勝大会」 クリスティ・デジタルシステムズ社賞 

知識・Ｍ 「IVRC2013 決勝大会」 川上記念特別賞 

知識・Ｄ 「京都グローバルコンペティション」 優秀賞 

知識・Ｄ 「芸術科学会」 論文賞 

知識・Ｄ 
「The 10th IEEE RIVF International Conference on Computing 

and Communication Technologies」 Best Student Paper Award 

知識・Ｍ 
「情報処理学会 GN ワークショップ」 ベストプレゼンテーション

賞 

知識・Ｄ 
「一般社団法人電気学会 平成２４年度電子・情報・システム部

門」 技術委員会奨励賞 

知識・Ｍ 
「KANAZAWA スマホアプリコンテスト オープンデータ部門」 金沢

市長奨励賞 

知識・Ｄ 「第３回 ICT ベンチャービジネスプラン発表会ｉｎ石川」 NICT 賞 

知識・Ｄ 「キャンパスベンチャーグランプリ中部大会」 奨励賞 

知識・Ｍ 「ヒューマンインタフェース学会」 論文賞 

知識・Ｍ 「情報処理学会」 全国大会学生奨励賞 

H26 年度 

知識・Ｍ 
「G 空間×ICT 北陸まちづくりトライアルコンクール」元気な経済/

便利な暮らし賞部門部門賞 

知識・Ｍ 情報処理学会第 77 回全国大会「学生奨励賞」 

知識・Ｍ 情報処理学会第 78 回全国大会「学生奨励賞」 

知識・Ｍ 
情報処理学会第１６２回ヒューマンコンピュータインタラクション

研究会「学生奨励賞」 

知識・Ｍ 「芸術科学会」学会論文誌第 12 巻論文賞 

知識・Ｍ 

知識・Ｄ 
「KANAZAWA スマホアプリコンテスト 2014」グランプリ受賞 

知識・Ｄ 「ICServe2014」Outstanding Presentation Award 

知識・Ｄ 
「クリエイティブベンチャーシティー金沢２０１４ ビジネスプラ

ンアワード（ＣＶＣＫ）」奨励賞 
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知識・Ｄ 
「ビジネスモデル発見＆発表会－北陸大会 キャンパス部門」最優

秀賞・最優秀特別賞 

知識・Ｄ 「ACIS2014」Best Paper Award 

知識・Ｄ 
「TOMODACHI ソーシャルアントレプレナーシップ賞」、「EY クリエ

ーション賞」受賞 

知識・Ｄ 
「TOMODACHI ソーシャルアントレプレナーシップ賞」、「EY クリエ

ーション賞」受賞 

知識・Ｄ 第３６回日本創造学会研究大会「研究大会発表学生賞」 

知識・Ｄ 計測自動制御学会北陸支部 「優秀学生賞」 

知識・Ｄ 計測自動制御学会北陸支部 「優秀学生賞」 

知識・Ｄ 「情報処理学会」情報処理学会論文賞 

知識・Ｄ 平成 26 年度山下記念研究賞受賞 

知識・Ｄ 平成 26 年度山下記念研究賞受賞 

知識・Ｄ 第一回ビジネスモデル発見＆発表会全国大会「総務大臣賞」受賞 

知識・Ｄ キャンパスベンチャーグランプリ中部大会大賞受賞 

知識・Ｄ 
第２回ジャパンビジネスモデルコンペティション「第３位」「特別

賞」 

知識・Ｄ 
第１１回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会ビジネス部門大

賞「経済産業大臣賞」 

知識・Ｄ 映像表現・芸術科学フォーラム 2015「口頭発表最優秀賞」 

知識・Ｄ 日本感性工学会春季大会「優秀発表賞」 

H27 年度 

知識・Ｍ ビジネスモデル発見＆発表会北陸大会「女性起業家賞」 

知識・Ｍ 

国際学生対抗バーチャルリアリティコンテスト（IVRC, 

International collegiate Virtual Reality Contest）「Unity

賞」 

知識・Ｍ 日本創造学会第 37 回研究大会「研究大会発表学生賞」 

知識・Ｍ JSiSE 北信越支部 2015 年度学生研究発表会「優秀発表賞」 

知識・Ｍ 映像表現・芸術科学フォーラム 2016「ポスター発表優秀賞」 

知識・Ｄ 
16th European Conference on Knowledge Management - ECKM 2015

「Best Poster Award」 

知識・Ｄ ICServ2015「Best Paper Award」 

知識・Ｄ Third Middle East Conference at Dubai「Best Paper Award」 

知識・Ｄ 
Third Middle East Conference at Dubai「Best Paresenter 

Award」 

知識・Ｄ ICLIS2015「Best Paper Award」 

知識・Ｄ 

International Multidisciplinary Scientific Conferences on 

Social Sciences and Arts, SGEM 2015「Best Presentation 

Awards」 

知識・Ｄ 
11th International Conference on Knowledge 

Management(ICKM2015)「Sakai Mayor Award」 

知識・Ｄ 第３回サービス学会全国大会「学生奨励賞」 
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資料3-3 研究留学制度実績状況 

    H22 H23 H24 H25 H26 H27 

SD 
国内（月額８万） 0 0 0 0 0 0 

海外（月額１０万） 0 0 0 0 0 0 

5D 
国内（月額８万） 0 0 0 0 0 0 

海外（月額１０万） 0 1 1 1 0 2 

3D 
国内（月額８万）       0 1 0 

海外（月額１０万）       2 0 0 

計 0 1 1 3 1 2 

※H25 年度から５Ｄプログラムの博士前期課程学生、３Ｄプログラムの学生にも対象を拡大 

 
 

●学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

博士前期課程学生の修了確定者アンケート（平成27年３月修了確定者）からは、本学が

１期間８週間の講義期間を４期間設けるクォーター制と、授業を午前中に集中させ、午後

をオフィスアワーや自学自習時間に充てる制度について、７割程の学生が肯定的であり、

集中して学修に取り組める点に学生自身が利点を感じていると判断できる。本研究科の学

生にとっては、過去の学んだ分野とは異なる学修が求められるので、教員やＴＡの個別指

導を受けられるオフィスアワーや自学自習時間を確保できる本制度は、意義あるものと分

析される。また、主テーマ研究や副テーマ研究に対する満足度、主体的な学修を促す仕組

み等に対する評価も高い（資料3-4）。 

博士後期課程学生の修了確定者アンケート（平成27年３月修了確定者）では、主テーマ・

副テーマ研究について肯定的な回答を得ており、研究科の目標及び学生の期待に沿った研

究室教育ができているものと分析している（資料3-5）。 
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資料3-4 博士前期課程修了確定者アンケート集計結果 

 

 

とても良い制度である 7

良い制度である 15

どちらとも言えない 7

見直すべきだ 0

未回答 2

とても良い制度である 10

良い制度である 11

どちらとも言えない 7

見直すべきだ 1

未回答 2

Ｑ４．本学では，短期間で知識を修得するために，１期間８週間の講義期間を４期間設けるクォーター制を導入して
います。この制度についてどう思いますか。

Ｑ５．本学では，単位制度を徹底するために専門科目の授業は極力午前中に開講し，午後は個別指導を行うため
のオフィスアワーと教室外における準備学習・復習の自学自習時間，および英語等の先端領域基礎教育院科目
の開講に充てています。この制度についてどう思いますか。

とても良

い制度

である

23%

良い制

度であ

る

48%

どちらと

も言えな

い

23%

未回答

6%

とても良

い制度

である

32%

良い制

度であ

る

36%

どちらと

も言えな

い

23%

見直す

べきだ
3%

未回答

6%

主テーマ 副テーマ
とても有意義であった 17 9

有意義であった 13 15

どちらとも言えない 0 4

有意義ではなかった 1 3

未回答 0 0

Ｑ１３．本学では，幅広い基礎知識と能力の修得のため，主テーマ研究の他に副テーマ研究を設け，見識を広め
て主テーマ研究に活かす制度をとっています。この主テーマ・副テーマ制度は，あなたにとって有意義な制度でし
たか。

とても有

意義で

あった

55%

有意義

であった
42%

有意義

ではな

かった

3%

主テーマ

とても有

意義で

あった

29%

有意義

であった
48%

どちらと

も言えな

い

13%

有意義

ではな

かった

10%

副テーマ



北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 分析項目Ⅱ 
 

－1-20－ 
 

 

 
 

（出典：平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（知識科学研究科）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分あった 19

あった 5

どちらとも言えない 5

なかった 1

未回答 1

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができた

7

人材養成目的に沿った成果を概ねあ
げることができた

18

どちらとも言えない 3

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができなかった

1

未回答 2

Ｑ１６．本学では，主体的な学修を促す仕組み（ゼミでの発表，授業におけるレポート提出，学生グループによる取
組等）があったと思いますか。

Ｑ１７．本学では，研究科毎に人材養成目的を掲げています。
　　あなたにとって，本学の博士前期課程は，「人材養成目的に沿った成果」をあげることができるものでしたか。

十分

あった
62%あった

16%

どちらと

も言えな

い

16%

なかった

3%
未回答

3%

人材養成目的

に沿った成果

をあげること

ができた

23%

人材養成目的

に沿った成果を

概ねあげること

ができた

58%

どちらとも

言えない
10%

人材養成目

的に沿った成

果をあげるこ

とができな

かった。
3%

未回答

6%
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資料3-5 博士後期課程修了確定者アンケート集計結果（主テーマ・副テーマ制度等） 

 

 

 

 
 （出典：平成27年３月期博士後期課程修了確定者アンケート集計結果（知識科学研究科）） 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 本学の学生研究・学外研修制度を使い、海外の国際会議等に研究発表する学生が増え

ており、平成22年度からの合計は106件に達している。学生の受賞も増えており、平成22年

度からの合計は82件に達している(第１期中期目標期間中の受賞件数は64件)。研究留学助

成制度を使って海外へ長期間留学する学生もおり、平成23年度から平成27年度まで毎年度

１名以上が国内外に留学している。博士前期課程学生の修了確定者アンケート（平成27年

３月修了確定者）からは、本学のクォーター制、オフィスアワーの制度、主テーマ・副テ

ーマ研究、主体的な学修を促す仕組み等に対する満足度が高いことがわかる。博士後期課

程修了確定者アンケートからは、本学の研究室教育が肯定的に捉えられていることがわか

る。以上の点から、学業の成果があがっていると判断する。 

 

主テーマ 副テーマ
とても有意義であった 4 2

有意義であった 0 1

どちらとも言えない 0 1

有意義ではなかった 0 0

未回答 0 0

Ｑ１２．本学では，幅広い基礎知識と能力の修得のため，主テーマ研究の他に副テーマ研究を設け，見識を広めて主
テーマ研究に活かす制度をとっています。この主テーマ・副テーマ制度は，あなたにとって有意義な制度でしたか。

研究指導 就職・進学 運営・指導
とても良かった 4 2 3

良かった 0 1 0

どちらとも言えない 0 0 0

悪かった 0 0 0

未回答 0 1 1

Ｑ１７．主指導(主テーマ指導)教員の指導について，どのような感想を持っていますか。

とても良かった 2

良かった 1

どちらとも言えない 1

Ｑ２１．副指導教員の指導について，どのような感想を持っていますか。

とても良かった 3

良かった 1

どちらとも言えない 0

悪かった 0

Ｑ２２．副テーマ指導教員の指導について，どのような感想を持っていますか。
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観点 進路・就職の状況 

(観点に係る状況) 

●進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

最近５年間の修了者のうち就職希望者について、博士前期課程では平均84.0％、博士後

期課程では平均72.0％の就職率を維持している（資料4-1）。 

 

資料4-1 就職希望者就職率 

知識科学研究科 

  博士前期課程修了者 博士後期課程修了者 

修了年度 
就職者数

（人） 

就職希望者

数（人） 

就職希望者

就職率 

就職者数

（人） 

就職希望者

数（人） 

就職希望者

就職率 

H22 32 35 91.4% 4 4 100.0% 

H23 42 50 84.0% 4 4 100.0% 

H24 31 39 79.5% 2 3 66.7% 

H25 31 37 83.8% 3 3 100.0% 

H26 28 34 82.4% 4 9 44.4% 

H27 30 36 83.3% 1 2 50.0% 

計 194 231 84.0% 18 25 72.0% 

 

博士前期課程の学生は、社会人学生と博士後期課程への進学者を除くと、約半数が情報

通信産業に就職している。本研究科で学んだ創造的な面を生かせるからであると推察され

る。最近は、ソーシャルメディアに代表されるようなエンターテイメント系の会社に就職

している者も出てきている。これは、グループ副テーマ等の主体的な学びの結果、アイデ

ィアを生み出す共創という能力が評価されているからと推察される。また近年、産業構造

の変化を踏まえ、サービス知識領域を設置し、価値を生み出す共創を強化した教育研究を

実践した結果、毎年平均３割の学生がサービス関係の職種に就いている。このことは、本

研究科の提供する教育研究が、学生の希望するキャリア形成に役立っていることを示唆し

ている（資料4-2）。 
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資料4-2 博士前期課程修了者の業種別就職状況 

知識科学研究科 

 

 

●在学中の学業の成果に関する修了者及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等の結

果とその分析結果 

平成27年度の就職先等の関係者へのアンケートによれば、本学の修了者について、前に

踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力において、肯定的な評価を受けていると判断で

きる（資料4-3）。 

 

 

 

 

 

建設業 繊維工業

鉄鋼業・非
鉄金属・金
属製品製造

業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

その他の
製造業

情報通信業 卸売業 小売業
その他の専

門・技術
サービス業

宿泊業・飲
食サービス

業
学校教育

左記以外の
もの

小計

1 1 2 1 3 1 10 2 3 1 3 1 3 32

3.1% 3.1% 6.3% 3.1% 9.4% 3.1% 31.2% 6.3% 9.4% 3.1% 9.4% 3.1% 9.4% 100%

40.7%

繊維工業
化学工業、
石油・石炭
製品製造業

鉄鋼業・非
鉄金属・金
属製品製造

業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電子部品・
デバイス・

電子回路製
造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

その他の
製造業

情報通信業 卸売業 小売業
不動産取
引・賃貸・
管理業

その他の専
門・技術

サービス業

学術・開発
研究機関

社会保険・
社会福祉・
介護事業

複合サービ
ス事業

地方公務 小計

1 1 1 3 2 2 1 1 21 1 2 1 1 1 1 1 1 42

2.4% 2.4% 2.4% 7.1% 4.7% 4.7% 2.4% 2.4% 50.0% 2.4% 4.7% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 2.4% 100%

21.5%

化学工業，
石油・石炭
製品等製造

業

鉄鋼業・非
鉄金属・金
属製品製造

業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

その他の
製造

情報通信業 卸売業 小売業
その他の専

門・技術
サービス業

宿泊業，飲
食サービス

業

その他の
サービス業

小計

1 1 1 1 20 1 1 3 1 1 31

3.2% 3.2% 3.2% 3.2% 64.6% 3.2% 3.2% 9.8% 3.2% 3.2% 100%

22.8%

繊維工業

鉄鋼業・非
鉄金属・金
属製品製造

業

電子部品・
デバイス・

電子回路製
造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

情報通信業 金融業
その他の専

門・技術
サービス業

学校教育
医療業，
保健衛生

その他の
サービス業

国家公務 小計

1 1 2 1 18 1 1 1 1 3 1 31

3.2% 3.2% 6.5% 3.2% 58.1% 3.2% 3.2% 3.2% 3.2% 9.8% 3.2% 100%

26.0%

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

情報通信業
その他の専

門・技術
サービス業

卸売業 小売業 建設業
医療業，
保健衛生

その他の
サービス業

地方公務 小計

2 2 13 1 1 1 1 1 4 2 28

7.1% 7.1% 46.4% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 14.3% 7.1% 100%

39.4%

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

印刷・同関
連業

電気・情報
通信機械器
具製造業

情報通信業 小売業
その他の専

門・技術
サービス業

宿泊業，飲
食サービス

業
学校教育 地方公務 小計

1 1 2 17 3 2 2 1 1 30

3.3% 3.3% 6.7% 56.7% 10.0% 6.7% 6.7% 3.3% 3.3% 100%

30.0%

H25

サービス関連

H26

サービス関連

H27

サービス関連

H22

サービス関連

H23

サービス関連

H24

サービス関連
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資料4-3 修了者の上司のアンケート集計結果（社会人基礎力） 

（出展：平成27年度実施 修了者の上司のアンケート集計結果（全学）） 

 
（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）エンターテイメント系やサービス系の企業に就職する学生が多くおり、グル

ープ副テーマの実施等、学生の自主性を伸ばす教育や専門知識の幅を広げた教育が功を奏

していると分析する。 

修了者の上司のアンケート集計結果は、即効性あるスキル修得より、体系的な思考習慣

や理論志向の思考習慣が、長期的なキャリアパスの中では、最終的には役立っていくこと

を示唆している。社会人基礎力を身に付けた学生が、「産業界のニーズや未来ニーズを踏

まえ、社会課題を解くことができる人材を養成する」目的に沿って、活躍できることを示

している。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育活動について下記に示す。 

 
 
１ 奨学制度拡充による学生支援の充実 

平成20年度に創設した大学独自の奨学金制度である学生給付奨学制度を、平成22～27年

度の間において更に見直し、学生への経済支援の拡充に努めた。博士前期課程学生を対象

とした本学独自の奨学金制度の追加や給付額の見直しを行った。 

また、従前から、大学院リサーチプログラム（GRP）として、博士後期課程学生のうち優

れた能力を有すると認められた者を雇用し、給与を支給する雇用型の経済支援を行って来

たが、これについても平成24年度に本制度の大幅な見直しを行い、学生の学修にも配慮し

た給付・雇用併用型の研究奨励制度「DRF（Doctoral Research Fellow）」として再構築し

た。 

これらの見直しにより、博士前期課程と博士後期課程の合計で、第１期中期目標期間終

了時点に比べ受給者数が大幅に増加した（資料5-1） 

 

資料5-1 奨学金支給状況（知識科学研究科） 

(単位:人）

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

５Ｄプログラム奨学金（博士前期課程在籍時） 0 1 1 4 4 2 1

５Ｄプログラム奨学金（博士後期課程在籍時） 0 2 3 4 4 4 5

３Ｄプログラム奨学金 0 0 0 1 2 3 2

推薦入学協定奨学金（博士前期課程在籍時） - - 0 0 0 0 0

推薦入学協定奨学金（博士後期課程在籍時） - - 0 0 0 0 0

博士前期課程奨学金 0 11 18 27 26 21 21

DRF（ドクトラルリサーチフェロー）※ 2 5 8 16 17 20 15

計 2 19 30 52 53 50 44

※雇用を主体とした経済支援制度。H24年度に大学院リサーチプログラム(GRP)から名称を変更  
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（参考）本学の奨学金制度(平成 27 年５月１日現在) 
 
【給付型奨学金】 

種類等 給付人数 

給付総額 
給付 
期間 

博士前期課程 
在籍時 

博士後期課程 
在籍時 

ＳＤプログラム奨学金 
ＳＤプログラム 
給付奨学生特別
選抜 

入学者全員 

月 30,000 円
＋入学料及び
授業料全額相
当 

月 70,000 円
＋授業料全額
相当 

４年 

５Ｄプログラム奨学金 

一般選抜、随時
特別選抜、推薦
入学特別選抜
（国内在学者、
海外在学者、協
定校対象） 

博士後期課程
の在籍５Ｄプ
ログラム全学
生数の４分の

１程度 

－ 
月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

３年 

推薦入学協定奨学金 
（５Ｄプログラム） 

協定校対象 
推薦入学特別選
抜 

入試時の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

５年 

博士前期課
程奨学金
（企業派遣
による入学
者、国費留
学生、本学
から授業料
相当額の奨
学金受給の
者を除く） 

特待採用 
（M１） 

一般選抜、 
随時特別選抜 

入試時成績 
上位３%以内 

入学料及び授
業料全額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅰ 
(M１・M２) 

協定校対象 
推薦入学特別選
抜 

入試等の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

－ ２年 

一般採用Ⅰ 
（M１） 

推薦入学特別選
抜 

入試等の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料半額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅱ 
（M2） 

一般選抜、随時
特別選抜、推薦
入学特別選抜
（国内在学者、
海外在学者、協
定校対象） 

1 年次成績 
上位 10%以内 

授業料全額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

一般採用Ⅱ 
（M２） 

1 年次成績 
上位 25%以内 

授業料半額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

※３Ｄプログラム奨学金は、H26年度末に廃止 

 

 
【雇用・給付型奨学支援】 

博士後期課程に入学又は進学するもののうち、優れた能力を有すると認められた者に対し、ドクトラ
ルリサーチフェロー（Doctoral Research Fellow)の称号を付与し、入学料、授業料相当額を給付すると
ともに、ＲＡとして雇用する。 

※勤務時間数に応じて変動、最後の半年間は雇用に代えて奨励金を給付する。 
 
 
【Ｕターン奨励金】 
・高校卒業時に、能美市、小松市又は加賀市に居住した者が、ＪＡＩＳＴ進学のため、県外から３市い
ずれかにＵターンして居住することとなる場合に、Ｕターン奨励金として、月額５万円を毎月支給する。 

 

 

 

 

 

種類等 給付人数 
給付分 給付期

間 雇用分※ 

Doctoral 
Research 
Fellow（DRF） 

一般選抜等の
合格者 
博士後期課程
への学内進学
者 

特別採用：入学者の 
15％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

３年 
月額約 70,000 円の給与を支給 

一般採用：入学者の 
20％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

月額約 30,000 円の給与を支給 
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２ 協働教育プログラムによる留学生の受入の推進 

優秀な留学生を獲得するため、海外の大学との間で協働教育プログラムを設けるなど、

留学生の受入を推進した結果、平成27年５月時点における留学生数は96名(正規課程学生

のみ）、留学生比率は32.9％（博士前期課程26.6%、博士後期課程43.5%）となり、第２期

中期計画に掲げている全学の留学生比率30％の目標を大幅に上回った（資料1-7（P1-7）） 

 

（再掲）資料 1-7 学生数及び留学生数（P1-7） 

 

平成24年度から開始したタイのタマサート大学との協働教育プログラムについては、平

成24年度から平成27年度にかけて受入数が５名と安定的に推移している（資料5-2）。 

 

資料5-2 協働教育プログラム（ダブルディグリー）による学生受入 

知識科学研究科 （単位：件）

課程 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

タマサート大学（タイ） 博士後期課程 - - 5 5 2 5  

 

 

３ 入学定員充足率の改善 

１及び２において、博士後期課程学生に対する経済的支援の充実や協働教育プログラム

による留学生の受入れに力を入れてきた結果、博士後期課程の入学定員充足率は、第１期

中期目標期間の最終年度である平成21年度の66％と比べて大幅に改善し、ほぼ定員を満た

すこととなった（資料5-3）。 

 

資料5-3 博士後期課程入学定員及び入学者数（知識科学研究科） 

年度 
入学定員
（人） 

志願 
受験者数 
（人） 

合格者数 
（人） 

入学 

志願者数 
（人） 

志願倍率 
入学者数 
（人） 

入学定員
充足率 

H22 年度 30 31 1.03 31 28 27 90.0% 

H23 年度 28 29 1.04 26 20 19 67.9% 

H24 年度 28 34 1.21 32 30 28 100.0% 

H25 年度 28 33 1.18 33 31 31 110.7% 

H26 年度 28 28 1.00 26 26 25 89.3% 

H27 年度 28 28 1.00 28 28 27 96.4% 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育成果について下記に示す。 

 

１ 日本学術振興会特別研究員の採用 

日本学術振興会特別研究員（PD、DC２、DC１）については、説明会の開催、過去に採用

された経験者によるきめ細かなアドバイス、指導教員による申請書の添削指導など、研究

科として支援に組織的に取り組んだ結果、平成24年度にDC２採用者１名、平成25年度にDC

２採用者３名、DC１採用者１名、平成26年度にPD採用者２名、DC２採用者２名、DC１採用

者１名、平成27年度にDC２採用者２名、DC１採用者１名と採用者数が伸びている（資料5-

4）（参考：平成21年度PD採用者１名、DC2採用者１名）。 
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資料5-4 日本学術振興会特別研究員採用状況              （単位：人） 

 
 

２ 産業界への人材供給 

本研究科の博士前期課程の学生は、エンターテイメント系の会社やサービス関係の職業

に就職している率が高い。これは、自主性を重んじる主テーマ研究やグループ副テーマ研

究により、主体的な学びを身につけた学生が、自分をうまくアピールして就職できている

結果である（資料4-2（P1-23））。 

また、就職先等の関係者への平成27年度のアンケートによれば、本学の修了者について、

前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力において、肯定的な評価を受けているとわ

かる（全学データ）（資料4-3（P1-24））。 

 

（再掲）資料 4-2 博士前期課程修了者の業種別就職状況（P1-23） 

 

（再掲）資料 4-3 修了者の上司のアンケート集計結果(社会人基礎力)（P1-24） 

 

 

３ 学生の学会等における受賞実績 

平成22～27年度の期間、学会等における学生の受賞は合計で82件に達しており、第１期

中期目標期間中の受賞数（64件）と比較すると28％の増となっている。（資料3-2（P1-15））。

さらに、３か月以上の国内外の機関における学修に月額８～10万円を助成する研究留学助

成制度を使って、海外へ長期間留学する学生も出てきており、教育活動の国際化への取組

が、教育成果の面からも教育の質の向上に寄与していると判断する（資料3-3（P1-18））。 

 

（再掲）資料 3-2 学生の受賞状況（P1-15） 

 

（再掲）資料 3-3 研究留学制度実績状況（P1-18） 

 

 

PD DC2 DC1 PD DC2 DC1 PD DC2 DC1 PD DC2 DC1 PD DC2 DC1 PD DC2 DC1

知識科学研究科 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 1 2 2 1 0 2 1 14

※各年５月１日時点の新規・継続採用者数

H22 H23 H24 H25 H26 H27
計



北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科 
 

－2-1－ 
 

 

 

 

２．情報科学研究科  

 
 

Ⅰ 情報科学研究科の教育目的と特徴 ・・２－２ 

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 ・・・・２－４ 

     分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ・・・・２－４ 

     分析項目Ⅱ 教育成果の状況  ・・・・２－25 

   Ⅲ 「質の向上度」の分析 ・・・・・・・２－38 
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Ⅰ 情報科学研究科の教育目的と特徴 

 

情報科学研究科は、「情報科学の広範囲の研究分野を備え、各研究分野の将来の発展を見

据えて基礎研究に重点を置きつつ、優れた教育研究環境の下で最先端の教育研究を行い、

情報を基礎としたこれからの社会の中核を担う高度な知識と応用力、幅広い視野と的確な

判断力、高度のコミュニケーション能力を備えた研究者及び専門技術者を養成する」こと

を目的とし、平成２年 10 月に設置された。 

１専攻（情報科学専攻）の下に５つの教育研究領域を置き、幅広くバランスの取れた科

目履修と複眼的な研究活動を通して、分野融合型の教育体系を構築している。 

 

［教育の実施方針］ 

（研究科の方針）  
１ 情報科学に関する基礎から最先端に至る学術内容を体系的に理解しつつ、最先端技術

の発展に寄与し得る基礎力を能動的な学習を通じて獲得できるようにする。  
２ 基礎研究に重点を置く優れた教育研究環境の下で、最先端の教育研究を行い、情報科

学の広範な研究分野の将来の発展を見据えて、これからの情報化社会の中核を担うため

の、高度な知識と応用力、問題発見能力と問題解決能力、幅広い視野と的確な判断力、

高度のコミュニケーション能力を備えた研究者及び高度専門技術者を養成する。  
 

 

［教育の特徴］ 

１ 講義科目は、他分野出身者が基礎知識を学ぶ「導入講義」、知識の根幹となる「基幹講

義」、専門性の高い「専門講義」、博士後期課程向けの「先端講義」にレベル別階層化さ

れ、厳格な成績評価のもと、段階的に修得できるカリキュラムを整備している。また、

国際的な活躍に必要な高度なコミュニケーション能力を身につけさせるため、英語教育

の充実に努めている。  
２ 教育研究領域を（１）理論情報科学、（２）人間情報処理、（３）人工知能、（４）

計算機システム・ネットワーク、（５）ソフトウェア科学の５領域に分け、これらの連

携による教育研究を推進している。  
３ 主テーマ研究に加え、副テーマ研究において関連分野の知識を修得し、幅広い視点か

ら研究を行う能力を身につける。  
４ 短期間で効果的に授業科目を履修できるクォーター制を実施している。また、午後に

教員による個別指導に充てる「オフィスアワー」を設定している。  
５ 修士論文研究・課題研究、博士論文研究に着手する前に、研究計画提案書の提出を義

務付けている。提出には、講義科目の単位取得数に関する要件を課すなど、学修期間内

に様々なチェックポイントを設け、修了者の質を保証している。  
６ ３つの人材養成コースを設置し、高い専門性を持った人材の養成に取り組んでいる。

また、東京サテライトにおいて、社会人を対象にした教育コースを開設し、産業界や社

会のイノベーションを担う社会人の再教育への取組を行っている。 

 

［教育プログラムの特徴］ 

 修学目的に応じた５種類の教育プログラム（ＳＤ、５Ｄ、３Ｄ、Ｍ、Ｍα）を提供し

ている。５Ｄ及び３Ｄプログラムでは学生にキャリアタイプ（タイプＳ、Ｅ）を選択さ

せ、タイプに応じた実践的な授業科目を充実させている。 
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[想定する関係者とその期待] 

１ 本研究科が想定する関係者は、在学者・修了者のみならず、修了者を雇用する情報産

業をはじめ情報技術（ＩＴ）を利用するあらゆる産業である。 

 

２ 在学者・修了者からは、たとえ他系出身者でも、高度な専門性をもつ技術者・研究者

となれるような、充実したコースワークに基づく教育と、きめ細かなサポート体制が期

待されている。 

産業界からは、現状の技術だけでなく、将来の技術発展にも対応できるよう、先導的

かつ高度の専門知識を体得し、新しい技術に対応できる知的たくましさをもち、指導的

役割を果たす技術者・研究者を養成することを期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

情報科学研究科は、協力組織である情報社会基盤研究センターを含め、国内の大学で最

大級の規模を有する情報科学における教育研究の拠点となっている。平成２年の開学時か

ら、歴史に左右されない有利さを生かし、情報科学分野で活躍する研究者を大学及び企業

から集め、また、諸外国からも最先端の研究者が加わっている。 

 

情報科学研究科は、情報科学系の全分野を網羅する次の５領域で構成している。 

◇理論情報科学領域： 

 情報科学の基礎理論を探求する領域：数理論理学、アルゴリズム論、システム科学、

情報セキュリティ 

◇人間情報処理領域 

言語・非言語によるコミュニケーションの本質を、人間の行っている情報処理の機構

の解明から探求する領域：生体情報処理、音情報処理、像情報処理、ロボティクス、計

算工学 

◇人工知能領域  

言語・非言語によるコミュニケーションの本質を、計算モデルの立場から探求する領

域：自然言語処理、知能工学、ゲーム情報学 

◇計算機システム・ネットワーク領域 

情報化社会のインフラストラクチャの技術を探究する領域：計算機アーキテクチャ、

集積システム、情報ネットワーク、ユビキタス通信 

◇ソフトウェア科学領域 

 安心と安全が保証できる高信頼システムを開発する技術を探究する領域：ソフトウェ

ア構造論、ソフトウェア形式手法、ソフトウェア検証論、高信頼システム論 

 

平成27年５月１日現在、専任・特任あわせて50名の教員により運営している(資料1-1)。

また、学内共同教育研究施設及び研究施設からの兼務教員計10名が参画している(資料1-

2)。 

研究科の運営に関しては、研究領域とは独立して担当グループを設置している。各グル

ープの教育面に関する役割としては、入試関連、海外連携、国内の大学・高専との連携、

カリキュラム改定、社会人教育、キャリア支援、メンタルケアなどがある。また、人材養

成コース（資料 2-10（P2-24））の運営には、各領域の教員が領域横断的に携わっている。 
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資料1-1 教員組織の構成（平成27年５月１日現在）                  （単位：人） 

領域名 教 授 准教授 講 師 助 教 計 

 理論情報科学領域 ４ １ ０ ４ ９ 

 人間情報処理領域 ３ ６ ０ ７ 16 

 人工知能領域 ２ ３ ０ ２ ７ 

 計算機システム・ネットワーク領域 ３ ３ ０ ２ ８ 

 ソフトウェア科学領域 ３ ４ ０ ３ 10 

（ICT 分野におけるグローバルリーダ
ー育成プログラム） 

(１) ０ ０ ０ (１) 

（情報技術人材育成のための実践教育
ネットワーク形成事業） 

０ (１) ０ （１） (２) 

（大学間連携共同教育推進事業） ０ (１) ０ ０ (１) 

寄附講座 ０ (２) ０ ０ (２) 

兼務教員 ⑤ ② ０ ③ ⑩ 

計 15(１)⑤ 17(４)② ０ 18(１)③ 50（６）⑩ 

注：○内数字は兼務で外数。（ ）内数字は外部資金又は運営費交付金（特別経費・センター等運営費）による雇

用者で外数。特任教員含む。    
 

資料1-2 学内からの兼務教員数（平成27年５月１日現在） 

情報科学研究科                   （単位：人） 

教授 准教授 講師 助教 合計 

５ ２ 0 ３ 10 

 

●多様な教員の確保の状況とその効果  

グローバル化が著しいＩＴ分野における人材養成のため、外国人教員の積極的な採用に

取り組んだ結果、平成 28 年３月時点での外国人教員比率が 21.2％（教員数 52 名中、外国

人教員数 11 名）に達しており、本学の第２期中期計画における目標値 20％を上回ってい

る。 

外国人教員増加に伴う研究科のグローバル化に対応するため、教授会の英語化を平成 26

年度から実施している。 

 

●入学者選抜方法の工夫とその効果 

入学者選抜においては、他系からの学生受入を推奨する観点から出身分野や経歴にこだ

わらず、基本的能力・学力と意欲を重視している。入学試験は面接を主体としており、博

士前期課程は年３回、本学・東京・大阪の３試験場で実施している。加えて、推薦入学や

随時特別選抜の制度も導入している。幅広い観点から評価するために、面接担当者には５

領域のうち３領域の教員を各１名含むこととしている。 

多くの志願者を確保するために、大学院説明会、オープンキャンパス、高専生向け説明

会、国内外からのインターンシップ受入、ＳＮＳの活用、ＯＢ訪問、海外での説明会・入

試の実施等、様々な方策を実施している。また優秀な学生を獲得するために、大学独自の

奨学金制度を充実させている（資料1-3）。 

海外の大学との間で協働教育プログラムを設けるなど、留学生の積極的な受入を推進し

た結果、平成27年５月時点で留学生122名(正規課程学生のみ）、留学生比率35.1％（博士

前期課程25.1%、博士後期課程53.2%）に達し、大学全体の中期計画における目標値30％を

大幅に上回っている（資料1-4）。 
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資料1-3 奨学金支給状況 

情報科学研究科                                                （単位：件） 

  H22

年度 

H23

年度 

H24

年度 

H25

年度 

H26

年度 

H27

年度 
計 

５Ｄプログラム奨学金（博士前期課程在籍時） 1 1 1 1 0 0 4 

５Ｄプログラム奨学金（博士後期課程在籍時） 1 2 4 4 6 7 24 

３Ｄプログラム奨学金 2 1 1 0 0 0 4 

推薦入学協定奨学金（博士前期課程在籍時） - 0 0 0 0 0 0 

推薦入学協定奨学金（博士後期課程在籍時） - 0 0 0 0 0 0 

博士前期課程奨学金 14 30 33 33 23 20 153 

DRF（ドクトラルリサーチフェロー）※ 5 11 23 32 30 30 131 

計 23 45 62 70 59 57 316 

※雇用を主体とした経済支援制度。H24 年度に大学院リサーチプログラム(GRP)から名称を変更 
 
 
（参考）本学の奨学金制度(平成 27 年５月１日現在) 
 
【給付型奨学金】 

種類等 給付人数 

給付総額 
給付 
期間 

博士前期課程 
在籍時 

博士後期課程 
在籍時 

ＳＤプログラム奨学金 
ＳＤプログラム 
給付奨学生特別
選抜 

入学者全員 

月 30,000 円
＋入学料及び
授業料全額相
当 

月 70,000 円
＋授業料全額
相当 

４年 

５Ｄプログラム奨学金 

一般選抜、随時
特別選抜、推薦
入学特別選抜
（国内在学者、
海外在学者、協
定校対象） 

博士後期課程
の在籍５Ｄプ
ログラム全学
生数の４分の

１程度 

－ 
月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

３年 

推薦入学協定奨学金 
（５Ｄプログラム） 

協定校対象 
推薦入学特別選
抜 

入試時の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

５年 

博士前期課
程奨学金
（企業派遣
による入学
者、国費留
学生、本学
から授業料
相当額の奨
学金受給の
者を除く） 

特待採用 
（M１） 

一般選抜、 
随時特別選抜 

入試時成績 
上位３%以内 

入学料及び授
業料全額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅰ 
(M１・M２) 

協定校対象 
推薦入学特別選
抜 

入試等の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

－ ２年 

一般採用Ⅰ 
（M１） 

推薦入学特別選
抜 

入試等の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料半額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅱ 
（M2） 

一般選抜、随時
特別選抜、推薦
入学特別選抜
（国内在学者、
海外在学者、協
定校対象） 

1 年次成績 
上位 10%以内 

授業料全額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

一般採用Ⅱ 
（M２） 

1 年次成績 
上位 25%以内 

授業料半額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

※３Ｄプログラム奨学金は、H26年度末に廃止 
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【雇用・給付型奨学支援】 

博士後期課程に入学又は進学するもののうち、優れた能力を有すると認められた者に対し、ドクトラ
ルリサーチフェロー（Doctoral Research Fellow)の称号を付与し、入学料、授業料相当額を給付すると
ともに、ＲＡとして雇用する。 

 

※勤務時間数に応じて変動、最後の半年間は雇用に代えて奨励金を給付する。 
 
【Ｕターン奨励金】 
・高校卒業時に、能美市、小松市又は加賀市に居住した者が、ＪＡＩＳＴ進学のため、県外から３市い
ずれかにＵターンして居住することとなる場合に、Ｕターン奨励金として、月額５万円を毎月支給する。 

 

 

資料1-4 情報科学研究科の学生数及び留学生数 

情報科学研究科 

年度 

博士前期課程 博士後期課程 計 

学生数 

（人） 

留 学 生 数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数 

（人） 

留学生数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数 

（人） 

留学生数 

（人） 

留学生 

比率 

H16 年度 279 26 9.3% 101 39 38.6% 380 65 17.1% 

H17 年度 268 22 8.2% 108 52 48.1% 376 74 19.7% 

H18 年度 241 18 7.5% 102 49 48.0% 343 67 19.5% 

H19 年度 221 23 10.4% 102 37 36.3% 323 60 18.6% 

H20 年度 192 16 8.3% 87 27 31.0% 279 43 15.4% 

H21 年度 193 18 9.3% 96 28 29.2% 289 46 15.9% 

H22 年度 229 39 17.0% 97 30 30.9% 326 69 21.2% 

H23 年度 251 47 18.7% 110 41 37.3% 361 88 24.4% 

H24 年度 250 55 22.0% 113 42 37.2% 363 97 26.7% 

H25 年度 247 42 17.0% 134 62 46.3% 381 104 27.3% 

H26 年度 226 39 17.3% 121 59 48.8% 347 98 28.2% 

H27 年度 223 56 25.1% 125 66 53.2% 348 122 35.1% 

 

 

●教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

研究科の教育目的を共有するとともに教員の教育力向上を目指して、ＦＤ活動を実施し、

特に導入講義の質保証と、修了審査にかかわる問題の改善を行った。具体的には、導入講

義の内容やレベルに関する意識統一を図ったほか、修了審査のスケジュールを調整し、他

領域の審査会に教員や聴講学生が参加しやすい体制を整備した（資料1-5）。 

 

資料1-5 ＦＤ活動実施状況 

情報科学研究科 

年度 内  容 

H22 年度 
助教担当の講義を対象とした導入講義実施報告会を開催し、教授・

准教授も交えて、課題の整理と対策について議論した。 

種類等 給付人数 
給付分 給付期

間 雇用分※ 

Doctoral 
Research 
Fellow（DRF） 

一般選抜等の
合格者 
博士後期課程
への学内進学
者 

特別採用：入学者の 
15％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

３年 
月額約 70,000 円の給与を支給 

一般採用：入学者の 
20％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

月額約 30,000 円の給与を支給 
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H23 年度 
導入講義の質保証に向けた取組を行い、東京サテライトの社会人学

生向けにウェブ講義を提供しつつ、改善に向けた検討を行った。 

H24 年度 
中間審査、修了審査の実施方法改善について議論し、他領域教員

が審査に参加しやすいように日程を改善し実施した。 

H25 年度 

中間審査、修了審査の実施方法改善について議論し、昨年度とグ

ループの組み方を変更することで、昨年度とは別の領域の審査に参

加しやすいような日程とした。 

H26 年度 

東京サテライトで実施している WEB 講義について、学生が授業担当

教員に直接会う機会が少ないことに係る対応について、検討を進め

た。 

H27 年度 

基幹科目の試験問題を教員の間で共有し、試験問題の質の向上を

計った。助教を中心とした講義報告会を開催し、講義に関するノウハ

ウを共有し、講義の質を高める試みを行った。FD・SD 合宿を開催し、

問題共有と研究科統合に向けての意識の統一を図った。 

 

●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

教育内容・方法について学生の意見を聞くため、授業科目ごとの授業評価アンケートを

実施している。結果は授業担当教員にフィードバックし、それぞれの教員が授業改善に活

用するとともに、学生と教職員との懇談会において共有し、学生から直接意見を聴取して

いる。集計結果はＷＥＢ上で公開している。また、教育の国際化に対応するため、授業の

英語化を推進している。特に情報科学の知識の根幹となる基幹講義は年２回開催し、その

うち１回を英語で行っている。 

さらに、他系出身者のための基礎知識の習得を目的とした導入講義の質を高めるため、

特に教育経験が豊富なシニアの教員を担当にしている。 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）教員の多様性の確保が進み、それに応じて教授会の英語化等、国際化への対

応を推進している。他系出身者向けの導入講義の担当者には経験豊富な教員を当て、講義

の質を高めている。さらに、留学生の割合が着実に増えており、多様な出身・分野の学生

が集い、特に国際化された高度な教育という観点から、当初期待された水準を上回ってい

ると判断される。 

 

観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

●体系的な教育課程の編成状況 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー、資料2-1）及び教育課程編成・実施の方針（カリ

キュラム・ポリシー、資料2-2）の下、専門科目のレベル別階層化と領域の設定を行い、多

様な学生が各自のレベルと目標にあわせて学修できるようにカリキュラムを編成している。

さらに、全学共通科目として先端領域基礎教育院を設置し、語学科目・教養科目・キャリ

ア科目からなる先端領域基礎教育院科目を開講しており、大学院学生として望まれる語学

力・教養をあわせて修得できる体制を整えている（資料2-3）。 

コースワークから円滑に修士論文研究又は課題研究に移行させるため、博士前期課程１

年次では、主に講義科目の受講を行い、それに加えて副テーマの実施及び研究室のゼミ等

における専門分野の基礎知識の修得を行う。  
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資料2-1 ディプロマ・ポリシー 
【博士前期課程】 

○全学 

本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

「修士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い基礎を理解し、問題解決に応用できる能力、

グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観を身につけ、所定の期間在学し、所定の単位を修得

し、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格した者に授与する。 

  

○情報科学研究科  

 情報科学の基礎を幅広く理解し、情報関連技術に精通するとともに、情報科学の特定の研究分野に

ついて学術及び社会に貢献できる研究能力又は専門的知識・技術を有していること。 

 

【博士後期課程】 

○全学 

本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

 「博士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い理論や体系を理解し、問題発見及び問題解決

に応用できる能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、俯瞰的な視野を持ち、先端科

学技術分野においてリーダーシップを発揮できる能力を身につけ、所定の期間在学し、所定の単位を

修得し、博士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格した者に授与する。 

 

○情報科学研究科  

 情報科学の理論や体系を幅広く理解するとともに、情報科学に関連する理論に精通し、問題の定式

化と解決の能力を有すること。更に、情報科学の特定の研究分野において世界的に通用し社会貢献で

きる研究業績をあげ、かつ高度の専門的知識・技術を有していること。 

 

（出典：平成27年度履修案内） 

 

 

資料2-2 カリキュラム・ポリシー  
○全学 

本学は、先端科学技術分野に係る専門知識はもとより、基礎概念を十分に理解し、問題を発見し解決で

きる能力と幅広い関連分野の先端的な専門知識を体得できる能力とを身につけた研究者、技術者の養成を

図るため、階層化した、複数の専門領域からなる、体系的な教育課程を編成する。また、学生１人につ

き、３人の指導教員により教育・研究指導が行われる複数教員指導制を採る。 

 

 博士前期課程では、一つの専門に偏ることなく、先端科学技術分野において幅広い基礎を理解し、問題

解決に応用できる能力、先端科学技術分野の専門的知識のみならず、国際的に活躍できるだけの教養、グ

ローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、与えられた問題を解決する能力を獲得できるようにす

る。 

 

 博士後期課程では、先端科学技術分野において幅広い理論や体系を理解し、問題発見及び問題解決に応

用できる能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、俯瞰的な視野を持ち、先端科学技術分

野においてリーダーシップを発揮できる能力、先端科学技術分野において問題を発見し、解決する能力、

国際的な場における研究発表や研究交流ができる能力を獲得できるようにする。 

 

○情報科学研究科  

 情報科学に関する基礎から最先端に至る学術内容を体系的に理解しつつ、最先端技術の発展に寄与し得

る基礎力を能動的な学習を通じて獲得できるようにする。 

  基礎研究に重点を置く優れた教育研究環境の下で、最先端の教育研究を行い、情報科学の広範な研究分

野の将来の発展を見据えて、これからの情報化社会の中核を担うための、高度な知識と応用力、問題発見

能力と問題解決能力、幅広い視野と的確な判断力、高度のコミュニケーション能力を備えた研究者及び高

度専門技術者を養成する。 
（出典：平成27年度履修案内） 
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資料2-3 平成27年度先端領域基礎教育院の開講科目
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（出典：平成２７年度講義シラバス） 

 

 

個々の学生の習熟度に応じた講義のレベル別階層、俯瞰力を培うため５つの研究領域に

分けた講義領域の構成、階層と領域に与えられた修了要件等、体系的な教育課程を編成し

ている（資料2-4）。 

 

 

教育課程の体系的編成 

①  個々の学生の習熟度に応じたレベル別階層構成：導入講義、基幹講義、専門講義、

先端講義 

②  ５つの研究領域に分けた講義領域の構成 

③ 外国人留学生への対応 

年に２回開講する基幹講義科目のうち１回と、先端講義科目は英語で開講 

④ 多様な学生への対応 

全学共通の科目を開講する先端領域基礎教育院の設置 

⑤ 授業科目の内容・配置 

②の５領域のうち４領域からそれぞれ２単位以上を履修 
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資料2-4 平成27年度講義科目 
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（出典：平成２７年度講義シラバス） 
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 各講義区分別の履修者数を資料2-5に示す。１授業科目当たりの履修者数は、全専門科目

平均15人であり、少人数教育が行われている。基幹講義はコアカリキュラムであり、その

修得を修了要件に入れていることから平均22人となっており、情報科学の基礎をしっかり

と学生が受講していることが示されている。 

 

資料2-5 講義区分ごとの履修者規模（平成27年度） 

情報科学研究科 

  導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目 

情報科学研究科全体（単位：人） 183 899 364 38 1,484 

 うち博士前期課程 172 782 273 28 1,255 

 うち博士後期課程 8 97 51 7 163 

 うち非正規生 3 20 40 3 60 

講義数 21 41 46 5 113 

１授業科目あたりの平均履修者数

（単位：人） 
9 22 8 8 13 

 

研究科における教育目的に沿った教育を段階的に行うため、研究科教員全員によるカリ

キュラム編成の議論を行うなど、全員参加型の教育改善に取り組んでいる。これにより、

講義階層の見直し、授業単元の再編成、シラバスの内容の統一と改善等の成果をあげてい

る。 

授業評価アンケートでは、「シラバスで期待した内容が授業で得られたか」の設問に対

して86％の学生が５段階評価で５又は４と回答している。また、「教員はこの授業の内容

について十分な知識を持っていたか」、「教員は周到に準備して熱意をもって授業を行っ

ていたか」などの授業の充実度に関する評価において、約90%の学生が５段階評価で５又は

４と回答しており、学生の期待を高いレベルで満たしているといえる（資料2-6）。 
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資料2-6 授業評価アンケート集計結果 

情報科学研究科 

 

 

 

 
 

 

 

 

１(そう思 わない)・・２・・３(どちらとも言 えない)・・４・・５（そう思 う） の５段 階 。（回 答 が見 当 たらない、回 答 したくない場 合 は、０） 

[ 1] 知的興味を刺激するような講義でしたか。 [ 2] シラバスで期待した内容が授業で得られましたか。

[ 3] 教員は学習の目標をはっきりと示しましたか。 [ 4] 講義は全体としてよくまとまっていましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。 [ 6] 毎回の授業は計画どおり実施されましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。

[ 7] オフィスアワーは有用なものでしたか。 [ 8] 教科書や教材は有用なものでしたか。

[ 9] 参考書は有用なものでしたか。 [10] 配布資料は有用なものでしたか。
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（出典：平成27年度授業評価アンケート集計結果（情報科学研究科）） 

[11] 関連科目との位置づけは有用なものでしたか。 [12] 説明は工夫されていましたか。

[13] この授業では板書、OHP、ビデオ、スライドなどの使い方は適切でしたか。 [14] 教員はこの授業の内容について十分な知識を持っていましたか。

[15] 教員は周到な準備をし、熱意をもって授業を行っていましたか。 [16] 学生からの質問には的確に答えてくれましたか。

　　　　(5: 6h  4:4-6h  3:2-3h  2:1h  1:0-30m) [18] この授業への出席率(5: 80% or more  4: 70%  3: 50%  2: 30% 1: 20% or less)

[19] 期待する成績は何点ですか(5: 100  4: 80-99  3:70-79  2: 60-69  1:0-59)

[19] 期待する成績は何点ですか

[17] 予習復習にあてた週当たりの平均時間は約何時間ですか。
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●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

社会的ニーズに応えた人材を養成するため、学生のキャリアタイプに対応した実践的な

カリキュラムの充実を図っている。国内外での研究留学や企業インターンシップ等、学外

での研修機会を積極的に奨励し、社会で即戦力となる人材の養成を目指している。博士後

期課程では、副テーマ研究に代えてインターンシップを選択することが可能である。また、

キャリア開発アドバイザーを配置し、学生一人ひとりの履修上の問題や進路等について指

導・助言を行っている。  
本学は、４月に加えて10月入学にも積極的に取り組んでいる。どちらの学期でスタート

しても教育効果が上がるよう、原則として基幹講義を年２回開講することで、10月入学の

場合でも入学直後から基礎的な講義を履修できる。 

また、東京サテライトでは、社会人を対象にして、企業など現場の要請に応えた人材を

育成する専門性の高い教育コースを開設している（資料 2-7（別添資料Ｐ１））。  
 

資料2-7 社会人を対象とする教育コース（別添資料Ｐ１） 

 

 

科学者としての責任と倫理について理解を深め、責任ある科学者として研究を行える者

を養成することを目的として、全学生を対象とした授業科目「科学者の倫理」を年２回開

講し、そのうち１回は英語で実施している。平成 26 年２月には、外部講師を招き、教職員

及び学生を対象に「研究倫理－研究者のふるまいと社会的責任」と題したＦＤ・ＳＤセミ

ナーを開催し、研究活動の倫理観を醸成する機会を提供した。  
 
●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

授業の英語化を推進しており、年に２回開講する基幹講義の１回を英語化するなど、英

語で行われる講義のみで修了単位を修得することができる。先端講義は、当初から全て英

語で開講しており、留学生と日本人学生を区別することなく専門分野を学ばせる機会とな

っている。  
語学教育の充実と TOEIC による評価については全学的に実施しており、全ての学生が修

了までに TOEIC スコア 600 点超を達成することを目標としている。また、英語能力はプロ

グラム選択及び各種学内奨学金制度の要件としても使用されている。  
研究や成果発表の場で実践的な英語力を磨くために、研究留学助成制度及び学生研究・

学外研修制度を設けている。前者は博士後期課程学生及び５年一貫コース（５Ｄプログラ

ム）の博士前期課程学生を、後者は全学生を対象としている（資料2-8）。 

留学生は協働教育プログラム等により継続的に幅広く受け入れており、入学試験、研究

室での教育・研究指導、学位審査等も全て英語で行っている。学内に学生寄宿舎を設置し

て生活やメンタルケアも含めて留学生のサポートを行う体制を整備している。 

 

資料2-8 研究留学助成及び学生研究・学外研修制度の実績 

【研究留学助成実績】                                        （単位：件） 

  情報科学研究科 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 計 

ＳＤ 
国内（月額８万） 0 0 0 0 0 0 0 

海外（月額 10 万） 0 0 0 0 0 0 0 

５Ｄ 
国内（月額８万） 0 0 0 0 0 1 1 

海外（月額 10 万） 0 1 0 3 1 0 0 

３Ｄ 
国内（月額８万）  -  -  - 0 1 0 0 

海外（月額 10 万）  -  -  - 1 1 1 1 

計 0 1 0 4 3 2 2 

※H25 年度からＳＤプログラム・５Ｄプログラムの博士前期課程学生、３Ｄプログラムの学生にも対象を拡大 
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【学生研究・学外研修制度実績】                           （単位：件） 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 計

7 8 24 19 20 31 109情報科学研究科

研究科

 

 

 

●養成しようとする人材像に応じた専門コースの設置 

多様化する社会の要請に応じるために、博士前期課程に特定の目的に応じた３つの人材

養成コースを開設している（資料2-9）。各コース修了者には、修士の学位に加え、コース

修了証が授与される。 

 
資料2-9 人材養成コース（情報科学研究科関係）の概要 

コース名 内容 

高信頼スマート組込みシステ

ムコース 

（※平成 25 年度までは、高

信頼組込みコース） 

 

社会のいたるところにコンピュータが組み込まれネットワーク化された 

電子社会が到来し，あらゆる社会活動がそれへの依存度を増してきており，こ

うした電子社会を支えるネットワーク機能を備えた組込みシステムと異種組込

みシステム間のデータ連携や領域をまたがるサービス提供を実現する統合的ス

マートシステムの信頼性や更新性が重要となってきている。本コースは，安

心・安全な高信頼スマート組込みシステム構築技術を習得した高度専門技術者

を組織的に育成することによって，わが国産業の開発力･生産性の向上を図り，

今後の国際競争力の強化に資することを目的とする。 

このため，スマート組込みシステム設計・検証に係る基礎から応用までの教

育科目を整備すると共に，実際のスマート組込みシステム機器の設計と評価を

行う演習・実習のための環境・設備を整備し，組込みシステム機器単体として

またはネットワーク・データ・サービスを統合するシステムとしての様々な課

題に対応できる人材を育成する。 

情報セキュリティコース 

本コースは，情報セキュリティ技術に関してわが国を代表する情報系大学

院，研究機関，企業，非営利法人と連携し，情報ネットワーク管理・運用の現

場でリーダーシップを発揮し活躍できる技術者・実務者を育成することを目的

とするコースである。本コースに参画する大学院（本学，情報セキュリティ大

学院大学，奈良先端科学技術大学院大学，慶應義塾大学，東北大学：以下５大

学という）には，日本のインターネット黎明期よりインターネット研究に関わ

り，特に情報セキュリティ技術に関して最先端の研究を行う教員が多数集積し

ている。本コースでは，これらの教員がそれぞれの専門知識を相互に提供する

と同時に，連携組織全体で持つ管理・運用・教育ノウハウを共有することで， 

実践的情報セキュリティ人材の育成を行う。 

ここでは特に，単にネットワーク機器の設定，セキュリティシステムの操作

を知っているだけでなく，体系化された知識を背景に，技術だけではなく，法

律，政策，経営，倫理を理解した上で，経験に基づく勘を備えた実践型の人材

育成を行うことを目的とする。 

ICT グローバルリーダー育成

コース 

グローバル化や知識基盤社会の進展により，国際社会でリーダーシップを発

揮する，高度で知的な素養のある人材の養成が必要不可欠となっており，産業

界等におけるリーダー層へのキャリアパスとしての大学院博士課程の充実が求

められている。本コースは，高度な専門知識・能力に加え，幅広い視野，専門

応用能力，コミュニケーション能力，国際性等を体系的に習得させる教育プロ

グラムを展開し，国内外を問わず，社会の様々な分野で活躍できる高度な人材

を養成することを目的とする。具体的には，ICT 分野の国際標準化のために，

ISO，IEC，ITU 等の技術委員会（Technical Committee）で活躍できる（日本の

規格を主張できる）ような人材を育てる。このため，５Ｄプログラムに，リー

ダー育成に特化した本コースを付加し，５年一貫的な博士教育を行う。 

  （出典：平成 27 年度履修案内 P87,88） 
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人材養成コースの在籍者数（各年５月１日現在）を資料 2-10 に示す。人材養成コースに

は毎年一定数の需要があり、有効に機能していることがわかる。 

 

資料 2-10 各人材養成コース（情報科学研究科）の在籍者数               （単位：人） 

        区分 

 

開設年度         

情報セキュリティ 

コース 

H20 年 4 月～ 

高信頼スマート組込

みシステムコース 

（※平成 25 年度まで

は、高信頼組込みコ

ース）  

H20 年 4 月～ 

ICT ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ

育成コース 

H25 年 4 月～ 

博
士
前
期
課
程 

H22 年度 14 20  

H23 年度 13 26  

H24 年度 13 14  

H25 年度 13 4 3 

H26 年度 14 3 3 

H27 年度 27 12 1 

 

 

●学生の主体的な学習を促すための取組 

入学から修了までの学修の計画と経過を記録し、自身の学修の振り返りを助ける「学修

計画・記録書」、修士学位論文又は課題研究報告書のための「研究計画提案書」、博士学

位論文のための「研究計画書」を学生に作成させ、指導教員がそれをチェックすることに

より、計画的な履修や研究が行えるようにしている（資料2-11（別添資料Ｐ２））。 

また、全講義をビデオ録画し、ネットワーク配信することで、主体的な学習、特に効果

的な復習ができるようにしている。一部の講義ではPBL(Project Based Learning)を導入

し、実際的な問題を通じて、得られた知識や技術を自ら活用する力や、チームプレイ・コ

ミュニケーション力を養成している。 

 
 

資料2-11  学修計画・記録書（別添資料Ｐ２） 
 
 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）習熟度に応じた講義区分や５つの領域ごとの科目群に加え、授業単元の洗い

出しやシラバスのフォーマットの統一と改善等を図り、教育内容・方法をブラッシュアッ

プした。その結果、授業評価アンケートにおいて、授業に対する評価は、ほぼ全ての項目

で５段階評価の４以上の割合が 80％程度に達している。また、人材養成コースにおいては、

毎年度一定以上の受講者があることから、社会的なニーズに応えたものとなっていると判

断できる。 

以上のことから、期待される水準を上回ると考えられる。
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 レベル別階層ごとの講義の単位修得率を資料 3-1 に示す。全専門科目の単位修得率の平

均は 81.5％であり、コースワークとしての機能を果たしている。先端講義は講義を行う教

員の研究室の学生が履修者の多くを占めるため、結果的として単位修得率が高くなってい

ると考えられる。  
 標準修業年限以内の修了率を資料3-2に示す。博士前期課程においては概ね75％前後で

推移している。非情報系から進学してきた学生にとって、コースワーク重視の本学におい

て、２年間での情報系修士号の取得は容易ではなく、他分野からの入学者を対象に年限を

最初から長めに設定するＭαプログラムを用意している。博士後期課程に関しては、標準

修業年限で学位を取得する割合が年々向上している。 

 

資料3-1 単位修得率（平成27年度） 

 単位修得率 

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目 

情報科学研究科 79.2% 79.7% 85.6% 90.6% 81.5% 

（※履修登録者のうち、０点の者は除く。） 

 

資料3-2 学位取得までに係る年数  

情報科学研究科　博士前期課程

H22年度 76.1% 20.9% 3.0%

H23年度 74.7% 19.0% 6.3%

H24年度 81.1% 17.8% 1.1%

H25年度 73.1% 21.8% 5.1%

H26年度 76.1% 13.6% 10.2%

H27年度 74.4% 23.1% 2.6%

※「標準修業年限内修了率」には、長期履修期間内又はＭαプログラム期間内に学位を取得した者を含む。

標準修業年限以内
修了率※

＋２年以内
修了率

＋１年以内修了率修了年度

 

情報科学研究科　博士後期課程

H22年度 11.1% 33.3% 11.1% 44.4%

H23年度 28.6% 28.6% 21.4% 21.4%

H24年度 25.0% 25.0% 25.0% 25.0%

H25年度 52.0% 20.0% 20.0% 8.0%

H26年度 26.3% 42.1% 10.5% 21.1%

H27年度 50.0% 27.3% 4.5% 18.2%

※「標準修業年限内修了率」には、長期履修期間内に学位を取得した者を含む。

標準修業年限以内
修了率※

＋１年以内
修了率

＋２年以内
修了率

修了年度
＋２年超過

修了率
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●資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な賞の状況から判断され 

る学習成果の状況 

学生の受賞件数は、平成16～21年度の６年間では38件だったのに対して、平成22～27年

度の６年間では104件であり（資料3-3）、約2.74倍に増えている。特に学生の発表が賞を

受ける場合には、国際会議における発表による受賞が多い。これは学生の英語能力の高ま

りを意味しており、教育活動の国際化への取組の成果が現れている。 

 

 

資料3-3 学生の受賞状況 

                                                     （単位：件） 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 計 

情報科学研究科  18 17 16 24 14 15 104 

 

 

受賞年度 所属・学年 賞     名 

H22 年度 

情報・D IEEE VTS Japan Chapter Young Researcher Encouragement Award 

情報・D 聴覚研究会 研究奨励賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部 優秀論文発表賞 

情報・D ADMA 2010 Best Paper Award 

情報・D 
Best Paper Award，7th International Conference on Ubiquitous Robots and 

Ambient Intelligence (URAI 2010） 

情報・D APSEC 2010 Best Industry Paper Award 

情報・M CST ソリューションコンペティション 2010 プレゼンテーション賞 

情報・D CICLing 2011 Best software award 

情報・D 電子情報通信学会優秀学生賞 

情報・M 電子情報通信学会優秀学生賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 映像メディア学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・Ｄ NCSP2011 Student Paper Award 

情報・M NCSP2011 Student Paper Award 

情報・Ｄ NCSP2011 Student Paper Award 

情報・Ｄ NCSP2011 Student Paper Award 

H23 年度 

情報・研究

生 
CSA (Computer Shogi Association)研究賞 

情報・Ｄ 
IEEE VTS (Vehicular Technology Society) Japan Chapter Young Researcher 

Encouragement Award 

情報・Ｄ ソフトウェア・シンポジウム 2011 最優秀論文賞 

情報・M CSS2011（コンピュータセキュリティシンポジウム 2011）学生論文賞 

情報・研究

生 
13th Advanced in Computer Games (ACG13) Best Paper Award 

情報・M 日本音響学会北陸支部学生優秀論文発表賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部学生優秀論文発表賞 

情報・Ｄ 計測自動制御学会 SI2011 優秀講演賞 

情報・M RICOH&Java Developer Challenge 2011 のグランプリ 

情報・M 
2012 RISP International workshop on Nonlinear Circuits, Communications, 

and Signal Processing（NCSP）Student Paper Award 

情報・Ｄ 
IEEE－RIVF2012 International Conference on Computing and Communication 

Technologies Best Paper Award 

情報・M 電子情報通信学会優秀学生賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部優秀学生賞     
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情報・M 映像メディア学会北陸支部優秀学生賞   

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

H24 年度 

情報・M Microsoft Innovation Award 2011 学生部門優秀賞 

情報・Ｄ IIHMSP2012 Best Paper Award 

情報・M 情報処理学会モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 奨励発表賞 

情報・Ｄ IEEE VTS Japan 2012 Young Researcher's Encouragement Award 

情報・Ｄ IEEE VTS Japan 2012 Young Researcher's Encouragement Award 

情報・M 日本音響学会学生優秀発表賞 

情報・M 言語処理学会第 18 回年次大会 若手奨励賞 

情報・M 情報処理学会第 17 回ゲームプログラミングワークショップ研究奨励賞 

情報・Ｄ 平成 23 年度 SIP 学生奨励賞 

情報・M 電子情報通信学会学生優秀論文発表賞 

情報・M 電子情報通信学会優秀学生賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 
2013 RISP International workshop on Nonlinear Circuits, Communications, 

and Signal Processing（NCSP） Student Paper Award 

H25 年度 

情報・Ｄ 
International Conference on Artificial Intelligence and Law (ICAIL 2013) 

Donald H. Berman Award for Best Student Paper 

情報・M DICOMO2013 優秀プレゼンテーション賞 

情報・Ｄ 
The 8th International Conference on Availability, Reliability and Security 

(AReS2013) Best Paper Candidate Award 

情報・Ｄ 
The 2013 3rd International Conference on Power and Energy Engineering 優

秀プレゼンテーション賞 

情報・Ｄ 
第６４回情報処理学会モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会 奨励

発表賞 

情報・M 日本音響学会平成 25 年度春季研究発表会 日本音響学会・学生優秀発表賞 

情報・Ｄ 日本音響学会平成 25 年度春季研究発表会 日本音響学会・学生優秀発表賞 

情報・Ｄ 
8th International Conference on Knowledge, Information and Creativity 

Support Systems The Best Student Paper Award 

情報・M 平成 25 年度電気関係学会北陸支部連合大会 優秀論文賞 

情報・M 平成 25 年度電気関係学会北陸支部連合大会 優秀論文賞 

情報・M 平成 25 年度電気関係学会北陸支部連合大会 優秀論文賞 

情報・Ｄ 公益財団法人 NEC C&C 財団 若手優秀論文賞 

情報・M 第 1 回ハイパフォーマンスプロセッサデザインコンテスト 優勝 

情報・Ｄ 
第 20 回ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2013 in 加賀 ショートペ

ーパー部門 貢献賞 

情報・M 
The 2014 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits, 

Communications and Signal Processing Student Paper Award 

情報・M 
The 2014 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits, 

Communications and Signal Processing Student Paper Award 

情報・M 
The 2014 RISP International Workshop on Nonlinear Circuits, 

Communications and Signal Processing Student Paper Award 

情報・M 電子情報通信学会北陸支部 優秀学生賞 

情報・M 電子情報通信学会北陸支部 論文賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部 優秀学生賞 

情報・M 計測自動制御学会北陸支部 優秀学生賞  

情報・M 映像情報メディア学会北陸支部 優秀学生賞  

情報・M 日本音響学会北陸支部 優秀学生賞 
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情報・M 日本音響学会北陸支部 優秀学生賞 

H26 年度 

情報・M 電子情報通信学会北陸支部学生優秀論文発表賞 

情報・M 電子情報通信学会北陸支部学生優秀論文発表賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部優秀論文発表賞 

情報・M 電子情報通信学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 情報処理学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 映像情報メディア学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・M 日本音響学会北陸支部優秀学生賞 

情報・D 公益財団法人 NEC C&C 財団外国人研究員助成 

情報・D IEEE（電気電子学会）Transactions on Wireless Communications 

情報・D 
「The 14th International Conference on Computational Science and Its 

Applications (ICCSA 2014)」Best Paper Award 

情報・D 「日本音響学会平成 26 年度春季研究発表会」学生優秀発表賞 

情報・D 
「International Symposium on Information Theory and Its Applications」Young 

Researcher Best Paper Award 

情報・D 「日本ソフトウェア科学会」第 18 回研究論文賞 

H27 年度 

情報・M 
NSCP2016（International Workshop on Nonlinear Circuits, Communications 

and Signal Processing）「Student Best Paper Awards」 

情報・M IEEE 信号処理と応用コロキュアム 2016(CSPA 2016)「優秀発表賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「情報通信学会北陸支部優秀学生賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「情報通信学会北陸支部学生優秀論文発表賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「情報処理学会北陸支部優秀学生賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「日本音響学会北陸支部優秀学生賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「日本音響学会北陸支部優秀学生賞」 

情報・M 平成 27 年度情報通信学会「日本音響学会北陸支部優秀学生賞」 

情報・M 暗号と情報セキュリティシンポジウム「SCIS 論文賞」 

情報・M 18th Oriental Chapter of COCOSDA「Best Student Oral Paper Award」 

情報・M G 空間×ICT 北陸まちづくりトライアルコンクール「奨励賞」 

情報・M 
NSCP2016（International Workshop on Nonlinear Circuits, Communications 

and Signal Processing）「Student Best Paper Awards」 

情報・M 
NSCP2016（International Workshop on Nonlinear Circuits, Communications 

and Signal Processing）「Student Best Paper Awards」 

情報・D アジアモデリングシンポジウム 2015「最優秀論文賞」 

情報・D 015-Fall 82nd IEEE Vehicular Technology Conference (VTC)「学生論文賞」 

 

 

●学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

各講義の最後には授業評価アンケートを、課程の修了時には修了確定者アンケートを実

施している。 

平成27年３月期に実施された修了確定者アンケートの集計結果を示す（資料3-4，3-5）。

修了確定者アンケートによれば、主テーマと副テーマに対する満足度及び複数教員による

指導体制に対する評価は高い。また「主体的な学習を促す仕組み」や「人材養成目的に沿

った成果」に対する評価も高い。 
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資料3-4 平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果 

 

 

 

  
（出典：平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（情報科学研究科）） 

主テーマ 副テーマ
とても有意義であった 41 17

有意義であった 15 25

どちらとも言えない 0 11

有意義ではなかった 0 1

未回答 1 3

Ｑ１３．本学では，幅広い基礎知識と能力の修得のため，主テーマ研究の他に副テーマ研究を設け，見識を広め
て主テーマ研究に活かす制度をとっています。この主テーマ・副テーマ制度は，あなたにとって有意義な制度でし
たか。

とても有

意義で

あった

72%

有意義

であった
26%

未回答

2%

主テーマ

とても有

意義で

あった

30%

有意義

であった
44%

どちらと

も言えな

い

19%

有意義

ではな

かった

2%

未回答

5%
副テーマ

とても有意義だった 18

有意義だった 23

どちらとも言えない 16

有意義ではなかった 0

未回答 0

Ｑ１９．本学では，学生１人に対して主指導(主テーマ指導)教員，副指導教員，副テーマ指導教員の３人が様々な
課題や立場から研究教育指導する複数教員指導制をとっています。この制度は，有意義な制度だと思いますか。

とても有

意義

だった

32%

有意義

だった
40%

どちらと

も言えな

い

28%

十分あった 27

あった 25

どちらとも言えない 5

なかった 0

未回答 0

Ｑ１６．本学では，主体的な学修を促す仕組み（ゼミでの発表，授業におけるレポート提出，学生グループによる取
組等）があったと思いますか。

十分

あった
47%

あった
44%

どちらと

も言えな

い

9%

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができた

12

人材養成目的に沿った成果を概ねあ
げることができた

35

どちらとも言えない 8

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができなかった

2

未回答 0

Ｑ１７．本学では，研究科毎に人材養成目的を掲げています。
　　あなたにとって，本学の博士前期課程は，「人材養成目的に沿った成果」をあげることができるものでしたか。

人材養成目的

に沿った成果を

あげることがで

きた

21%

人材養成目的に

沿った成果を概

ねあげることが

できた

61%

どちらとも

言えない
14%

人材養成目的

に沿った成果

をあげることが

できなかった。
4%
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資料3-5 平成27年３月期博士後期課程修了確定者アンケート集計結果 

 

 

 

 

（出典：平成27年３月期博士後期課程修了確定者アンケート集計結果（情報科学研究科）） 

主テーマ 副テーマ
とても有意義であった 4 2

有意義であった 0 2

どちらとも言えない 0 0

有意義ではなかった 0 0

未回答 0 0

Ｑ１２．本学では，幅広い基礎知識と能力の修得のため，主テーマ研究の他に副テーマ研究を設け，見識を広めて主
テーマ研究に活かす制度をとっています。この主テーマ・副テーマ制度は，あなたにとって有意義な制度でしたか。

とても有

意義で

あった

50%

有意義

であった
50%

副テーマ

とても有

意義で

あった

100%

主テーマ

とても有意義だった。 1

有意義だった。 1

どちらとも言えない。 2

有意義ではなかった 0

Ｑ１６．本学では，学生１人に対して主指導(主テーマ指導)教員，副指導教員，副テーマ指導教員の３人が様々な課
題や立場から教育研究指導する複数教員指導制をとっています。この制度は，有意義な制度だと思いますか。

とても有

意義だっ
た。

25%

有意義

だった。
25%

どちらとも

言えな
い。

50%

十分あった 1

あった 2

どちらとも言えない 1

なかった 0

Ｑ１４．本学では，主体的な学修を促す仕組み（ゼミでの発表，講義におけるレポート提出，学生グループによる取組
等）があったと思いますか。

十分あっ

た

25%

あった

50%

どちらとも

言えない

25%

人材養成目的に沿った成果をあげる
ことができた

1

人材養成目的に沿った成果を概ねあ
げることができた

1

どちらとも言えない 2

Ｑ１５．本学では，研究科毎に人材養成目的を掲げています。
　あなたにとって，本学の博士後期課程は，上記の「人材養成目的に沿った成果」をあげることができるものでした
か。

人材養成目的に

沿った成果をあ

げることができた

25%

人材養成目的に

沿った成果を概
ねあげることがで

きた

25%

どちらとも

言えない
50%
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（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）修了確定者アンケートからは、学生自身が学業成果に強い達成感と満足感を

持っていることがわかる。また、学生の対外発表による受賞件数は、第１期中期目標期間

と比べて大幅に増加している。特に、海外の国際会議における発表による受賞が多いこと

は学生の英語によるプレゼンテーション能力の高まりを意味しており、英語教育の成果が

現れていることがうかがえる。以上のことから期待される水準を上回ると考えられる。 

 

 

観点 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

●進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

就職希望者の就職率の推移について、博士前期課程では約90％と、高い就職率を維持し

ている（資料4-1）。博士後期課程では母数が少ないため就職率の変動は大きいが、第１期

中期目標期間から通して概ね70%以上を維持している。 

 また、博士前期課程修了者の進学率は、平成22～27年度の平均で17.9％（480名中86名）

となっており、第１期中期目標期間中（平成16～21年度)の平均進学率11.6％を大幅に上回

っており、５年一貫プログラム（５Ｄ）が成果をあげていることがうかがえる（資料4-2）。 

 

資料4-1 就職希望者就職率 

情報科学研究科 

  

博士前期課程修了者 博士後期課程修了者 

就職者数 

（人） 

就職希望者数 

（人） 

就職希望者 

就職率 

就職者数 

（人） 

就職希望者

数 

（人） 

就職希望者 

就職率 

H22 年度 40 44 90.9% 5 5 100.0% 

H23 年度 49 56 87.5% 10 10 100.0% 

H24 年度 51 58 87.9% 2 2 100.0% 

H25 年度 44 47 93.6% 10 10 100.0% 

H26 年度 50 55 90.9% 6 8 75% 

H27 年度 44 48 91.7% 9 13 69.2% 

計 278 308 90.3% 42 48 87.5% 

 

資料4-2 博士前期課程修了者の進学率 

情報科学研究科 

 
進学者数

（人） 

修了者数

（人） 
進学率 

H22 年度 10 67 14.9% 

H23 年度 12 79 15.2% 

H24 年度 17 90 18.9% 

H25 年度 14 78 17.9% 

H26 年度 18 88 20.5% 

H27 年度 15 78 19.2% 

計 86 480 17.9% 

 

修了後の就職状況を資料4-3、資料4-4に示す。産業界の中でも本研究科と関わりの深い

情報通信関連企業へ多くの人材を輩出している。このことは、人材の輩出面においても研

究科の関係者の期待に応えていることを示している。 
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資料4-3 修了者の就職状況 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

博士前期課程計 67 79 90 78 88 78 

進 

路 

先 

状 

況 

進学者 10 12 17 14 18 15 

民間企業等 39 49 50 43 50 40 

公務員等 1 0 1 1 0 4 

現職復帰者・ 

勤務継続者 
5 6 9 12 7 10 

その他 12 12 13 8 13 9 

      

 

資料4-4 博士前期課程修了者の業種別就職状況 

建設業
印刷・同関

連業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電子部品・
デバイス・
電子回路製

造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

電気・ガ
ス・熱供

給・水道業
情報通信業

その他の専
門・技術
サービス業

学校教育 小計

1 2 1 5 6 2 1 16 4 2 40

2.5% 5.0% 2.5% 12.5% 15.0% 5.0% 2.5% 40.0% 10.0% 5.0% 100%

建設業
印刷・同関

連業

化学工業、
石油・石炭
製品製造業

はん用・生
産用・業務
用機械器具
製造業

電子部品・
デバイス・
電子回路製

造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

電気・ガ
ス・熱供
給・水道業

情報通信業
運輸業・郵

便業
その他の

サービス業
小計

1 1 1 6 2 4 4 1 26 1 2 49

2.0% 2.0% 2.0% 12.2% 4.1% 8.2% 8.2% 2.0% 53.1% 2.0% 4.1% 100%

※

印刷・同関
連業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

その他の製
造業

情報通信業
その他の専
門・技術

サービス業
学校教育

その他の
サービス業

小計

1 4 7 2 1 32 2 1 1 51

2.0% 7.8% 13.7% 3.9% 2.0% 62.7% 3.9% 2.0% 2.0% 100%

はん用・生
産用・業務
用機械器具
製造業

電子部品・
デバイス・
電子回路製

造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

情報通信業 学校教育
その他の

サービス業
小計

1 1 7 8 24 1 2 44

2.3% 2.3% 15.9% 18.2% 54.5% 2.3% 4.5% 100%

印刷・同関
連業

化学工業、
石油・石炭
製品製造業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電子部品・
デバイス・
電子回路製

造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

情報通信業
その他の
サービス業

小計

1 1 4 2 12 3 24 3 50

2.0% 2.0% 8.0% 4.0% 24.0% 6.0% 48.0% 6.0% 100%

繊維工業
化学工業、
石油・石炭
製品製造業

はん用・生
産用・業務
用機械器具

製造業

電気・情報
通信機械器
具製造業

輸送用機械
器具製造業

情報通信業 学校教育 国家公務 地方公務 小計

2 1 6 9 2 20 2 1 1 44

4.5% 2.3% 13.6% 20.5% 4.5% 45.5% 4.5% 2.3% 2.3% 100%
H27

H26

H22

H23

H24

H25

 

修了年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

博士後期課程計 7 13 3 23 17 20 

進 

路 

先 

状 

況 

民間企業等 0 0 0 2 0 3 

国公立大学教員 0 0 0 2 2 4 

私立大学等教員 0 0 0 0 1 0 

ポスドク研究員 5 9 2 5 3 2 

現職復帰者・ 

勤務継続者 
1 2 0 8 7 3 

公務員 0 1 0 1 0 0 

その他 1 1 1 5 4 8 
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●在学中の学業の成果に関する修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等の結

果とその分析結果 

平成26年12月に、平成５年度情報科学研究科博士前期課程修了者を対象として修了後20

年時点でのアンケートを実施した。本学の教育方針や学修成果について肯定的な回答が大

多数であり、長期的視点から見ても、修了後のキャリアにおいて本学在学中の学業の効果

があがっているといえる(資料4-5)。 

 

資料4-5 修了者アンケート集計結果(修了20年目アンケート結果) 
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（出典：平成２６年度実施 平成５年度博士前期課程修了者アンケート集計結果（情報科学研究科）） 
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 修了者及び修了者の上司を対象としたアンケート結果を資料4-6、資料4-7に示す。博士

前期課程修了者の多くは民間企業に就職しており、大学で学んだ内容とは異なる業務に就

いている者も多い。また、修了者の本学の学修内容に対する満足度は高い。また、修了者

の上司からの修了者への評価については、専門知識以外にも、問題解決能力や社会人基礎

力へ高い評価を得ている。一方、博士後期課程修了者はアカデミックポストへの志向が強

い結果となっている。 

 

資料4-6 修了者（修了３年目）アンケート結果（抜粋） 

（アンケート対象：平成２３年度本学博士前期課程(社会人コースを除く)修了後、企業等に就職した

博士前期、博士後期学生） 
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（出典：平成27年度実施 修了者アンケート(修了３年目アンケート集計結果(全学) 

 

資料4-7 修了者の上司のアンケート結果（抜粋） 

（アンケート対象：平成23年度本学博士前期課程(社会人コースを除く)修了後、企業等に就職された

方の上司の方）
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（出典：平成27年度実施 修了者の上司のアンケート集計結果(全学) 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）修了者は博士前期・後期課程ともに高い就職率を示している。また、第１期

中期目標期間と比べて博士後期課程への進学率も大幅に上昇しており、５年一貫教育が効

果をあげていることを示している。 

修了後３年及び修了 20 年時点でのアンケート結果及び修了者の上司のアンケート結果

からは、いずれも本学での学修の満足度・有益性が非常に高い結果であり、就職後におい

て在学中の学業の成果が生かされているものと判断される。このことから、研究科と密接

な関係にある民間企業への優れた人材の輩出という観点からは、期待される水準を上回る

と考えられる。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育活動について下記に示す。 

 
１ 社会人コース「先端情報科学コース」の新設 

 情報科学研究科では社会人コースとして、これまで社会的な需要が大きい分野に特化し

た「組込みシステムコース」、「先端 IT 基礎コース」、「先端ソフトウェア工学コース」

を設置し、多くの社会人修士・博士を輩出してきたが、平成 24 年 10 月に、修士課程のコ

ースを統合し、情報科学全般にかかわる広範な領域をカバーし、かつ最新の研究テーマを

提供する「先端情報科学コース」を新設した。先端情報科学コースでは、石川本校と同様

な講義履修が可能であり、研究指導に関しても、東京で実施することを基本としている。 

 

２ 人材養成コース「ICTグローバルリーダー育成コース」の新設 

グローバル化や知識基盤社会の進展により、国際社会でリーダーシップを発揮する、高 

度で知的な素養のある人材の養成を目的として、平成25年４月に５Ｄプログラム在籍者を

対象に「ICTグローバルリーダー育成コース」を設置した。５Ｄプログラムに、リーダー育

成に特化した本コースを付加することにより、リーダーシップを発揮する高度な人材を戦

略的に輩出する、博士前期課程・博士後期課程を貫いた教育プログラムを構築したもので

ある。 

平成 20 年度以降の専門コースの在籍者数（各年５月１日現在）を資料 5-1 に示す。上記

の新設コースを含め、人材養成コースには、絶えず一定数の需要があり、有効に機能して

いることがわかる。こうした「分野を絞ったコース」は、その分野を志向する学生の人気

があり、履修者の満足度は高い。学修意欲を高いレベルで維持できるので、質の高い教育

が可能な制度である。 

 

資料 5-1 各教育コース（情報科学研究科関係）の在籍者数   （単位：人）  

区分 

（ 開 設 ・ 終 了

年 度） 

東京サテライト 本学 

技術・ｻｰ

ﾋﾞｽ経営

（iMOST） 

ｺｰｽ 

H21 年 

10 月 

～H23 年 

9 月 

組込みｼｽ

ﾃﾑｺｰｽ 

H17 年 

10 月 

～H24 年 

9 月 

先端 IT

基礎 

ｺｰｽ 

H19 年 

4 月 

～H24 年 

9 月 

先端 

ｿﾌﾄｳｪｱ 

工学ｺｰｽ 

H21 年 

4 月 

～ 

先端情

報科学ｺ

ｰｽ 

H24 年 

10 月 

～ 

情報ｾｷｭ

ﾘﾃｨ 

ｺｰｽ 

H20 年 

4 月 

～ 

高信 頼スマ

ート組込み

システム 

ｺｰｽ 

H20 年 

4 月 

～ 

IC ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙﾘｰﾀﾞｰ育

成ｺｰｽ 

H25 年 

4 月 

～ 

博
士
前
期
課
程 

H20 年

3 月 
 13 4      

H22 4 17 14   14 20  

H23 4 15 21   13 26  

H24 5 16 31   13 14  

H25 4 10 24  16 13 4 3 

H26 7 4 13  23 14 3 3 

H27 14 5 12  31 27 12 1 
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３ 留学生の受入の推進 

 海外の大学との間で協働教育プログラムを設けるなど、留学生の積極的な受入を推進し

た結果、平成 27 年５月時点で 留学生 122 名(正規課程学生のみ）、留学生比率 35.1％（博

士前期課程 25.1%、博士後期課程 53.2%）に達しており、全学の第２期中期計画において掲

げている留学生比率 30％の目標を大幅に上回っている（資料 1-4（P2-7））。 

留学生の比率が高まったことで、講義や演習等において日本人学生も英語で話す機会が

増えており、キャンパス内のグローバル化が進んでいる。英語による教育体制の整備は、

こうした日本人学生に対しても一定の効果をあげており、全体的な質の向上につながって

いる。 

 

（再掲）資料 1-4 情報科学研究科の学生数及び留学生数（P2-7） 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育成果を示す。 

 
１ 学生の学会等における受賞実績 

平成22～27年度に学会等における学生の受賞は合計で104件あり、第１期中期目標期間

中の受賞件数（38件)に比べ大幅に増加している。（資料3-3（P2-26））。特に、留学生が

海外での国際学会において研究成果を発表した際に受賞するケースが増えてきており、教

育活動の国際化への取組が、教育成果の面からも教育の質の向上に寄与していると判断さ

れる。 

 

（再掲）資料 3-3 学生の受賞状況（P2-26） 

 

 

博
士
後
期
課
程 

H20 年 

3 月 
 12 3      

H22  12 12 9     

H23  12 15 10     

H24  11 14 12     

H25  7 13 14 2    

H26  3 10 14 5    

H27  2 7 10 11    
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Ⅰ マテリアルサイエンス研究科の教育目的と特徴 

 

マテリアルサイエンス研究科は、「物理学、化学、生物学という広範囲な学問分野を統合

し、優れた教育研究環境の下で基礎から応用までを包括する最先端の教育研究を行い、マ

テリアル科学技術の発展を支える高度の知識と応用力、幅広い視野と的確な判断力、高度

のコミュニケーション能力を備えた研究者及び専門技術者を養成する」ことを教育目的と

している。この目的達成のために、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー、資料 1-1）及び

教育課程編成･実施の方針（カリキュラム・ポリシー、資料 1-2）を定めている。 

 

資料1-1 ディプロマ・ポリシー 

【博士前期課程】 

○全学 

本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

 「修士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い基礎を理解し、問題解決に応用できる

能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観を身につけ、所定の期間在学し、所定

の単位を修得し、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格し

た者に授与する。 

 

○マテリアルサイエンス研究科  

 マテリアルサイエンスの基礎と体系、及びそれを身につける重要性を理解するとともに、関

連する研究分野の動向を探索しながらマテリアルサイエンスの諸問題を学術的に究める能力又

は専門的知識・技術を有していること。 

 

 

【博士後期課程】 

○全学 

 本学は、独自の教育システムに基づいた組織的な講義体系・研究指導体制を定めている。 

 「博士」の学位は、先端科学技術分野において幅広い理論や体系を理解し、問題発見及び問

題解決に応用できる能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、俯瞰的な視野を

持ち、先端科学技術分野においてリーダーシップを発揮できる能力を身につけ、所定の期間在

学し、所定の単位を修得し、博士論文を提出して、その審査及び最終試験に合格した者に授与

する。 

 

○マテリアルサイエンス研究科  

 マテリアルサイエンスの基礎と体系を身につけるとともに、関連する研究分野の未来を見通

しながらマテリアルサイエンスの特定の問題を学術的に究めた業績をあげ、かつ高度の専門的

知識・技術を有していること。 

 

（出典：平成27年度 履修案内） 
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資料1-2 カリキュラム・ポリシー 

○全学 

 本学は、先端科学技術分野に係る専門知識はもとより、基礎概念を十分に理解し、問題を発見

し解決できる能力と幅広い関連分野の先端的な専門知識を体得できる能力とを身につけた研究

者、技術者の養成を図るため、階層化した、複数の専門領域からなる、体系的な教育課程を編成

する。また、学生１人につき、３人の指導教員により教育・研究指導が行われる複数教員指導制

を採る。 

 

 博士前期課程では、一つの専門に偏ることなく、先端科学技術分野において幅広い基礎を理解

し、問題解決に応用できる能力、先端科学技術分野の専門的知識のみならず、国際的に活躍でき

るだけの教養、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、与えられた問題を解決する能

力を獲得できるようにする。 

 

 博士後期課程では、先端科学技術分野において幅広い理論や体系を理解し、問題発見及び問題

解決に応用できる能力、グローバルコミュニケーション能力、高い倫理観、俯瞰的な視野を持

ち、先端科学技術分野においてリーダーシップを発揮できる能力、先端科学技術分野において問

題を発見し、解決する能力、国際的な場における研究発表や研究交流ができる能力を獲得できる

ようにする。 

 

○マテリアルサイエンス研究科  

 マテリアルサイエンスに関する基礎から最先端にいたる学術内容を体系的に理解しつつ、最新

の実験設備を用いた実験法も修得しながら、最先端の科学技術の発展に寄与し得る基礎力を獲得

できるようにする。 

 物理、化学、生物という広範な学問分野を統合した優れた教育研究環境の下で、基礎から応用

までを包括する最先端の教育研究を行い、マテリアルサイエンスの発展を支える高度の知識と応

用力、幅広い視野と的確な判断力、高度のコミュニケーション能力、問題発見能力と問題解決能

力を備えた研究者及び高度専門技術者を養成する。 

（出典：平成27年度 履修案内） 

 

 

［教育の特徴］ 

研究科を支える学問として物理学、化学、生物学があり、その３分野に対応して３つの

領域（物性解析・デバイス領域、物質デザイン・創出領域、バイオ機能・組織化領域）が

ある。それらに所属する教員が講義と研究指導を担当している。また、ナノマテリアルテ

クノロジーセンターと協力して、最先端機器を活用した実践的なスキル教育を実施してい

る。研究室での研究活動を通して、学生は体系的な知識・スキルを活用できるレベルに高

め、研究を通じたクリティカルシンキングを経験し、自身の研究発想を提案し、実施し、

それらをまとめ、成果として発表する能力を獲得するとともに、困難を突破できる挑戦的・

創造的な人材へと成長する。 
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［教育プログラムの特徴］ 

 学生のキャリア目標の実現を支援するため、修学目的に応じた５種類の教育プログラ

ム（ＳＤ、５Ｄ、３Ｄ、Ｍ、Ｍα）を提供しており、さらに、５Ｄ及び３Ｄプログラム

では学生にキャリアタイプ（タイプＳ、Ｅ）を選択させ、キャリアタイプに応じた実践

的な授業科目を充実させている。  
 

 

 
 
 

[想定する関係者とその期待] 

在学者及び修了者を関係者と想定する。関係者は、本学での教育を通じて上記の教育目

的を達成することを期待している。具体的には、マテリアルサイエンスの基礎と体系を理

解するとともに、関連する研究分野の動向を探索しながら、マテリアルサイエンスの諸問

題を学術的に究める能力と専門的知識・技術を修得することを期待している。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 
分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

物理、化学、バイオをマテリアルサイエンスの基礎の分野と捉え、この分野を中心に体

系的な教育研究が組織的に行えるよう、各分野に対応する３つの領域を置いている（資料

1-3（別添資料Ｐ１））。内訳としては、物性解析・デバイス領域（物理系）の研究室15、

物質デザイン・創出領域（化学系）の研究室10、バイオ機能・組織化領域（バイオ系）の

研究室９からなる（平成27年５月現在）。 

学生の教育研究には学内共同教育研究施設であるナノマテリアルテクノロジーセンター

教員（現７名）及びグリーンデバイス研究センターの教員（現６名）も参画している。さ

らに、助教も主担当教員と連携しながら講義の一部や副テーマ研究指導を担当している。

また、可動的な客員講座、連携講座を配置し適宜整備を図っている。加えて、技術サービ

ス部の８名の技術職員が本研究科の教育研究をサポートしている。 

 

資料1-3 研究科の組織編成（別添資料Ｐ１） 

 

 

●多様な教員の確保の状況とその効果 

本学では、外国人・企業研究者等、多様な人材の確保及び流動性を更に促進するため、

平成25年度に年俸制を導入した。平成28年１月には本研究科の教員９名に年俸制を適用し

ている。 

教員採用には、外部から広く公募しており、実績のある研究者及び将来の飛躍が期待さ

れる若手研究者を適材適所に配置している。平成22年度以降11名の外国人教員を採用し、

外国人教員の比率は18.8％となり、第１期中期目標期間最終年度の外国人教員比率6.1％

(平成22年３月時点)を大幅に上回っている（資料1-4）。  

 

資料1-4 外国人教員採用数及び外国人教員比率 

外国人教員採用数 

  H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 合計 

マテリアルサイエンス研究科 2 3 2 1 3 1 12 

 

外国人教員比率（平成28年3月時点） 

 全教員数 外国人教員数 比率 

マテリアルサイエンス研究科 48 9 18.8% 

 

●入学者選抜方法の工夫とその効果 

これまでの専攻分野や経歴にこだわらず、基本的能力・学力と意欲を重視して選抜して

いる。入学試験は面接を主体としており、博士前期課程は年３回実施している（本学・東

京・大阪の３試験場で実施）。加えて、推薦入学や随時特別選抜の制度により柔軟な入学

者選抜を行っている。 

志願者確保のために、全国各地での大学院説明会、オープンキャンパス、高専生向け説

明会・インターンシップ受入、ソーシャルネットの活用、OB訪問、海外での説明会・入試
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の実施等、様々な方策を実施している。優秀な学生を獲得するために、大学独自の奨学制

度も充実させている（資料1-5）。 

また、優秀な留学生を獲得するために、協働教育プログラムによりデリー大学、チュラ

ロンコン大学、ベトナム国家大学等から、多数の受入実績を有している（資料1-6）。加え

て、平成24年度には海外在住者を対象に渡日を要しない「海外在住者対象推薦入学特別選

抜」を創設し、平成27年度には、ベトナム、ドイツ、バングラデシュ及びインドから各１

名が入学している（資料1-7）。 

このような留学生の積極的な受け入れにより、平成27年５月時点で 留学生数84名、留学

生比率31.9％（博士前期課程17.2%、博士後期課程58.5%）に達している（資料1-8）。 

 

 

資料1-5 奨学金支給状況 

マテリアルサイエンス研究科                       （単位：件） 

※雇用を主体とした経済支援制度。H24 年度に大学院リサーチプログラム(GRP)から名称を変更 

  

  
H22

年度 

H23

年度 

H24

年度 

H25

年度 

H26

年度 

H27

年度 
計  

ＳＤプログラム奨学金（博士前期課程在籍時） 0 0 0 0 0 0 0 

ＳＤプログラム奨学金（博士後期課程在籍時） 1 1 0 0 0 0 2 

５Ｄプログラム奨学金（博士前期課程在籍時） 0 0 0 0 0 0 0 

５Ｄプログラム奨学金（博士後期課程在籍時） 1 1 2 3 2 3 12 

３Ｄプログラム奨学金 0 0 0 0 0 0 0 

推薦入学協定奨学金（博士前期課程在籍時） - 1 1 0 0 0 2 

推薦入学協定奨学金（博士後期課程在籍時） - 0 0 1 1 1 3 

博士前期課程奨学金 20 38 35 19 22 30 164 

DRF（ドクトラルリサーチフェロー）※ 2 7 24 41 46 33 153 

計 24 48 62 64 71 67 336 
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（参考）本学の奨学金制度(平成 27 年５月１日現在) 
 
【給付型奨学金】 

種類等 給付人数 

給付総額 
給付 
期間 

博士前期課程 
在籍時 

博士後期課程 
在籍時 

ＳＤプログラム奨学金 
ＳＤプログラム 
給付奨学生特別選
抜 

入学者全員 

月 30,000 円
＋入学料及び
授業料全額相
当 

月 70,000 円
＋授業料全額
相当 

４年 

５Ｄプログラム奨学金 

一般選抜、随時特
別選抜、推薦入学
特別選抜（国内在
学者、海外在学
者、協定校対象） 

博士後期課程
の在籍５Ｄプ
ログラム全学
生数の４分の

１程度 

－ 
月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

３年 

推薦入学協定奨学金 
（５Ｄプログラム） 

協定校対象 
推薦入学特別選抜 

入試時の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

月 70,000 円＋ 
授業料全額相当 

５年 

博士前期
課程奨学
金（企業
派遣によ
る入学
者、国費
留学生、
本学から
授業料相
当額の奨
学金受給
の者を除
く） 

特待採用 
（M１） 

一般選抜、 
随時特別選抜 

入試時成績 
上位３%以内 

入学料及び授
業料全額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅰ 
(M１・M２） 

協定校対象 
推薦入学特別選抜 

入試等の成績 
優秀者 

入学料及び授
業料全額相当 

－ ２年 

一般採用Ⅰ 
（M１） 

推薦入学特別選抜 
入試等の成績 

優秀者 
入学料及び授
業料半額相当 

－ 
１年 

（M１） 

特別採用Ⅱ 
（M２） 一般選抜、随時特

別選抜、推薦入学
特別選抜（国内在
学者、海外在学
者、協定校対象） 

1 年次成績 
上位 10%以内 

授業料全額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

一般採用Ⅱ 
（M２） 

1 年次成績 
上位 25%以内 

授業料半額相
当 

－ 
１年 

（M２） 

※３Ｄプログラム奨学金は、H26年度末に廃止 
 
 

【雇用・給付型奨学支援】 
博士後期課程に入学又は進学するもののうち、優れた能力を有すると認められた者に対し、ドクト

ラルリサーチフェロー（Doctoral Research Fellow)の称号を付与し、入学料、授業料相当額を給付
するとともに、ＲＡ（Research Assistant）として雇用する。 

※勤務時間数に応じて変動、最後の半年間は雇用に代えて奨励金を給付する。 
 
 

【Ｕターン奨励金】 
・高校卒業時に、能美市、小松市又は加賀市に居住した者が、ＪＡＩＳＴ進学のため、県外から３市い
ずれかにＵターンして居住することとなる場合に、Ｕターン奨励金として、月額５万円を毎月支給する。 

 

種類等 給付人数 
給付分 給付期

間 雇用分※ 

Doctoral 
Research 
Fellow（DRF） 

一般選抜等の
合格者 
博士後期課程
への学内進学
者 

特別採用：入学者の 
15％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

３年 
月額約 70,000 円の給与を支給 

一般採用：入学者の 
20％程度 

入学料（該当者のみ）及び授業料
の全額相当額 

月額約 30,000 円の給与を支給 
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資料1-6 協働教育プログラム実施状況 

マテリアルサイエンス研究科                                              （単位：人） 

（１）協働教育プログラム（ダブルディグリー）による学生受入 

  課程 
H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 
計 

デリー大学（インド） 博士前期課程 10 10 14 10 6 0 50 

チュラロンコン大学（タイ） 

博士前期課程 - - - - 2 0 2 

博士後期課程 3 3 1 3 1 1 12 

前期後期一貫 - - 0 2 1 0 3 

計 13 13 15 15 10 1 67 

 

（２）ベトナムとの協働教育プログラムによる学生受入 
   

 

  課程 
H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 
計 

ベトナム国家大学ハノイ校 
博士前期課程 10 7 0 0 0 0 17 

博士後期課程 3 3 0 0 0 0 6 

計 13 10 0 0 0 0 23 

 

（３）協働研究プログラム（協働研究指導）参加者（受入） 

  課程 
H22 

年度 

H23 

年度 

H24 

年度 

H25 

年度 

H26 

年度 

H27 

年度 
計 

ユニヴァーシティ・カレッジ・ロ

ンドン（英国） 
博士後期課程 - - 1 3 3 3 10 

サウサンプトン大学（英国） 博士後期課程 - - - 1 0 1 2 

計 - - 1 4 3 4 12 

※数字は、プログラム新規参加者数(本学へは次年度受入） 

 

 

資料1-7 海外在住者対象推薦入学特別選抜による入学者数 

マテリアルサイエンス研究科                     （単位：人） 

  H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

博士前期課程 - - 0 0 0 2 

博士後期課程 - - - 6 1 2 

※※博士前期課程は H24 年 10 月入学者から、博士後期課程は、H25 年 10 月入学者から開始 

 

 

資料 1-8 学生数及び留学生数 

マテリアルサイエンス研究科 

  

博士前期課程 博士後期課程 計 

学生数 

（人） 

留学生数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数 

（人） 

留学生数 

（人） 

留学生 

比率 

学生数 

（人） 

留学生数 

（人） 

留学生 

比率 

H16 年度 227 2 0.9% 103 25 24.3% 330 27 8.2% 

H17 年度 210 5 2.4% 100 24 24.0% 310 29 9.4% 

H18 年度 227 2 0.9% 79 20 25.3% 306 22 7.2% 

H19 年度 200 7 3.5% 80 28 35.0% 280 35 12.5% 

H20 年度 187 7 3.7% 64 20 31.3% 251 27 10.8% 

H21 年度 192 14 7.3% 71 25 35.2% 263 39 14.8% 

H22 年度 219 25 11.4% 86 35 40.7% 305 60 19.7% 
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●教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

研究科の教育目的を共有するとともに教員の教育力向上を目指して、ＦＤ活動を実施し、

特に学生のメンタルケアや新任教員サポートに関わる問題の改善を行った。（資料1-9）。

また、ライティングラボを実施し、教員の英語力向上をサポートした（資料1-10）。 

 

資料1-9 平成26年度FD活動実施状況 

マテリアルサイエンス研究科 

 

資料1-10 ライティングラボ実施状況 

マテリアルサイエンス研究科 

年度 利用者数(人) 

H22 5 

H23 6 

H24 1 

H25 5 

H26 5 

計 22 

H23 年度 209 36 17.2% 78 40 51.3% 287 76 26.5% 

H24 年度 159 33 20.8% 82 50 61.0% 241 83 34.4% 

H25 年度 170 37 21.8% 84 52 61.9% 254 89 35.0% 

H26 年度 193 37 19.2% 101 63 62.4% 294 100 34.0% 

H27 年度 169 29 17.2% 94 55 58.5% 263 84 31.9% 

実施計画 実績 

・研究を進めていくうえでのプ

ロセス（研究室配属、研究計

画発表会、RP 提出、中間発

表、副テーマ研究実施 等）

に係る実施時期・方法につい

て、特に就職活動時期の変更

への対応を踏まえつつ、あら

ためて確認・検討を行う。 

・就職活動の実施時期の変更を踏まえて、副テーマ研究

の実施時期について議論を行い、基本的なルールは変

更しないこととしながら、個々のケースについて柔軟

に対応することについて、教員間で認識を共有した。 

 

・学生のメンタルケアの一環と

して、新入生オリエンテーシ

ョン、フォローアップ研修な

どを通じて、学生間及び学生

と教員間のネットワークを積

極的に形成する。 

・学生のメンタルケアとして、新入生オリエンテー 

ション及びフォローアップ研修を実施した。 

留学生に対するメンタルケアとして、学生フォローワ

ーキングにおける留学生担当のメンバーに外国人の助

教を参画させた。 

 

・新任教員を対象として、オリ

エンテーション・大学院説明

会への参加や講義見学等を行

うこにより、本学独自の教育

研究システムを早期に理解す

ることが可能となるように進

める。 

・新任教員を入学審査の担当として参画させ、入試業務

に対する理解を促進した。 
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●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

各授業科目は、試験による厳格な成績評価を実施している。これにより、講義レベルの

質を保証しているほか、同時にオフィスアワーや演習を充実させることで、学生の学力向

上をサポートしている。 

各学期の終了時には、学生による無記名の授業評価アンケートを実施しており、講義の

問題点を当教員が把握して改善に活用できる体制となっている（資料1-11）。 

課程修了時には修了確定者アンケートを実施しており、教育プログラム全体に対しての

学生からのフィードバックを得て、その改善に役立てている。 

また、研究科カリキュラムワーキンググループを設置して、講義の新設、開講時期の変

更等、講義科目体系を定期的に検証している。 

 

 

資料1-11 授業評価アンケート集計結果 

マテリアルサイエンス研究科 

  

  

  

  

 

     

 

     

 

 

１(そう思 わない)・・２・・３(どちらとも言 えない)・・４・・５（そう思 う） の５段 階 。（回 答 が見 当 たらない、回 答 したくない場 合 は、０） 

[ 1] 知的興味を刺激するような講義でしたか。 [ 2] シラバスで期待した内容が授業で得られましたか。

[ 3] 教員は学習の目標をはっきりと示しましたか。 [ 4] 講義は全体としてよくまとまっていましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。 [ 6] 毎回の授業は計画どおり実施されましたか。

[ 5] シラバスで明記された内容どおりでしたか。
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[ 7] オフィスアワーは有用なものでしたか。 [ 8] 教科書や教材は有用なものでしたか。

[ 9] 参考書は有用なものでしたか。 [10] 配布資料は有用なものでしたか。

[11] 関連科目との位置づけは有用なものでしたか。 [12] 説明は工夫されていましたか。

[13] この授業では板書、OHP、ビデオ、スライドなどの使い方は適切でしたか。 [14] 教員はこの授業の内容について十分な知識を持っていましたか。

[15] 教員は周到な準備をし、熱意をもって授業を行っていましたか。 [16] 学生からの質問には的確に答えてくれましたか。
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（出典：平成27年度授業評価アンケート集計結果（マテリアルサイエンス研究科）） 

 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）体系的・組織的な教育研究が行えるよう教育実施体制を確立している。また、

年俸制を採用して若手教員を積極的に登用し、流動性のある活力に満ちた組織運営を行っ

ている。入学者選抜においては、学生の能力のみならず意欲を重視して選抜しており、留

学生の受入を含めた活発な入学支援活動を行っている。教育の質保証・質向上のための仕

組みとしては、ＦＤ活動や授業評価アンケート、修了確定者アンケートを行っている。授

業評価アンケートにおいて「教員はこの授業の内容について十分な知識を持っていたか」、

「教員は周到に準備して熱意をもって授業を行っていたか」などの授業の充実度に関する

評価において、80%以上の学生が５段階評価で５又は４と回答しており、学生の期待を高い

レベルで満たしているといえる。 

 

　　　　(5: 6h  4:4-6h  3:2-3h  2:1h  1:0-30m) [18] この授業への出席率(5: 80% or more  4: 70%  3: 50%  2: 30% 1: 20% or less)

[19] 期待する成績は何点ですか(5: 100  4: 80-99  3:70-79  2: 60-69  1:0-59)

[19] 期待する成績は何点ですか

[17] 予習復習にあてた週当たりの平均時間は約何時間ですか。
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観点 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

●体系的な教育課程の編成状況 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）（資料1-1（P3-2））及び教育課程編成・実施の

方針（カリキュラム・ポリシー）（資料1-2（P3-3））の下、専門科目の階層化と体系化を

行い、多様な学生が各自のレベルと目標にあわせて大学院の基礎から修了レベルまでを短

期間に修得できる内容構成としている。さらに、全学共通科目として先端領域基礎教育院

を設置し、語学科目・教養科目・キャリア科目からなる先端領域基礎教育院科目を開講し

ており、大学院学生として望まれる語学力・教養をあわせて修得できる（資料2-1）。 

 

資料2-1 先端領域基礎教育院の開講科目 
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（出典：平成27年度講義シラバス） 

 

 

専門科目は、導入講義、基幹講義、専門講義及び先端講義に階層化され、さらにそれぞ

れを、物理、化学、バイオの3領域に分類している（資料2-2）。 

導入講義は各分野の入門的内容、基幹講義は大学院で学ぶべき基礎的内容としている。 

専門講義・先端講義は、各教員の専門性を背景にし、最先端の研究を反映した内容とし

ている。なお、先端講義は博士後期課程学生を対象として英語で行われる。 

講義科目の開講に際しては、クォーター制を採っている。講義外における学修を確保す

るため、専門講義は原則として午前中の第１限、第２限のみ開講している。午後の第３限

はオフィスアワーとしており、教員への質問、助教やＴＡ（ティーチング・アシスタント）

を交えた演習の時間としている（資料2-3（別添資料Ｐ２））。 

このため、学生は１つの学期では最大５科目の専門科目しか履修することができず、こ

のことが科目登録の上限設定等の効果となり、単位の実質化の目的を果たしている。実際

に、１学期あたりの修得単位数の平均は約４科目（平成25年度入学者の１の１及び１の２

学期での修得単位数の平均）となっている。 

専門講義科目の多くは座学であるが、ナノマテリアルテクノロジーセンターと協力して

開設しているナノマテリアルテクノロジーコース8科目のうち、５科目は実習付きであり

実践的な内容となっている（資料2-4）。 

また、学習指導法の工夫として、講義は少人数で行っている。平成27年度における１ク

ラスあたりの履修者数は、全専門科目についての平均は約21名である（資料2-5）。またオ

フィスアワー等においてＴＡを積極的に活用している。平成26年度実績では、ＴＡとして

57名を採用している(資料2-6)。 

一方、大学院教育の中心となる研究指導においても、所属研究室における研究（主テー

マ研究）に加えて第二の研究課題（副テーマ研究）を他研究室において実施し、広い視野

を醸成する手だてとしている。（資料2-7，2-8）。 
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資料2-2 授業科目、単位数及び履修方法 
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（出典：北陸先端科学技術大学院大学履修規則） 

 

 

 

資料2-3  平成27年度時間割（別添資料Ｐ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス研究科 分析項目Ⅰ 
 

 －3-19－ 
 

資料2-4 ナノテクノロジーコースの目的及び概要 
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（出典：平成２７年度履修案内） 

 

資料2-5 講義区分ごとの履修者の規模（平成27年度）          （単位：人） 

  導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目 

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科全体 

（単位：人） 
130 451 125 157 863 

 うち博士前期課程 130 435 115 43 723 

 うち博士後期課程 0 15 10 114 139 

 うち非正規生 0 1 0 0 1 

講義数 4 23 8 6 41 

１授業科目当たりの平均受講

者数（単位：人） 
36 20 16 26 21 

※1 授業科目当たりの平均履修者数 

※科目等履修生のみを対象に学外で開講している科目（いしかわＭＯＴスクール）は除く。 

 

資料 2-6 ＴＡ採用状況  

マテリアルサイエンス研究科  

年度 
ＴＡ採用者数 

（人） 

H22 年度 55 

H23 年度 55 

H24 年度 41 

H25 年度 44 

H26 年度 57 

H27 年度 53 
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資料2-7 博士前期課程のスケジュール 

 
 

（出典：平成２７年度履修案内） 
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資料2-8 博士後期課程のスケジュール 

 
 

（出典：平成２７年度履修案内） 
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●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

社会的ニーズに対応した人材を養成するため、国内外での研究留学や企業インターンシ

ップ等、学外での研修機会を積極的に奨励し、社会で即戦力となる人材の養成を目指して

いる。また、キャリア開発アドバイザーを配置し、学生一人ひとりの履修上の問題や進路

等について指導・助言を行っている。  
入学時期は、４月に加えて10月も可能であり、一部の基幹講義を年２回開講することで、

10月入学の場合でも入学直後に基礎的な講義を履修できるようにしている。 

企業に在籍中の学生に対する配慮として、長期間の履修が可能な長期履修制度を設けて

いる。 

実習付き講義群からなるナノマテリアルテクノロジーコースは、企業等の外部の研究者・

技術者も科目等履修生として履修することができ、一定の単位を修得した場合にコース修

了証を授与している。 

また、全学生を対象とした授業科目「科学者の倫理」を年２回集中講義（１回は英語）

で開講している。  
 

●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

博士前期課程においては、一部の基幹講義を英語で開講しており、英語で行われる他の

専門科目とあわせることで、英語での講義のみで修了に必要な単位を修得できる編成とな

っている（資料2-9（別添資料Ｐ４））。博士後期課程を対象とする先端講義では、全て英

語で開講されており、留学生のみならず日本人学生に英語で専門分野を学ばせる機会とな

っている。 

 

資料2-9 平成27年度授業科目一覧（別添資料Ｐ４） 

 

国内外の機関での研究留学を奨励する研究留学助成制度や、研究や成果発表の場で実践

的な英語力を磨くための学生研究・学外研修制度を設けている（資料2-10）。 

平成24年度から、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）の数物理科学研究科と

協働で博士研究指導を行う協働研究指導プログラムを開始している。選抜された双方の学

生に対し、双方の教員が協働で研究指導を行い、１年間は相手側に派遣して研究指導を受

けさせている(資料1-6（P3-8)。 

 

資料2-10 研究留学助成及び学生研究・学外研修の実績 

マテリアルサイエンス研究科 

【研究留学助成実績】                           （単位：件） 

    H22 H23 H24 H25 H26 H27 計 

ＳＤ 

国内（月額８万） 0 0 0 0 0 0 0 

海外（月額１０

万） 
1 0 0 0 0 0 1 

５Ｄ 

国内（月額８万） 0 0 0 0 0 0 0 

海外（月額１０

万） 
0 2 0 4 1 0 7 

３Ｄ 

国内（月額８万） - - - 0 0 0 0 

海外（月額１０

万） 
- - - 2 1  2 5 

計 1 2 0 6 2 2 13 

※Ｈ25 年度から５Ｄプログラムの博士前期課程学生、３Ｄプログラムの学生にも対象を拡大 

 

（再掲）資料 1-6 協働教育プログラム実施状況（P3-8） 
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【学生研究・学外研修実績】                    （単位：件） 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 計

マテリアルサイエンス研究科 25 19 13 31 19 36 143

研究科

 

 

●学生の主体的な学習を促すための取組 

入学後に学力診断試験を実施し、その結果に基づいて学生は学力レベルに合った学修計

画・記録書を作成して、仮配属指導教員の指導・助言を受ける。この学修計画・記録書に

は、修得したい学問・修了後に目指すキャリアプラン等も記述して、何を学ぶかを主体的

に考えさせている（資料2-11（別添資料Ｐ５））。 

学生が自主的に講義準備や復習を行えるように、シラバスには、達成目標、教科書、参

考書、講義計画、評価基準・方法等を掲載している(資料2-12)。 

オフィスアワーでは、学生が教員に質問することや演習に参加することで、主体的に学

習できる機会を提供している。 

成績は試験により厳密に評価しており、追試・再試を原則として行わず、学生に授業に

真剣に取り組むことを促している。オフィスアワーなどの手厚い支援により、単位修得率

は全専門科目の平均で約85.4％（平成27年度）と高い(資料2-13)。 

 

 

資料2-11 学修計画・記録書（別添資料Ｐ５） 
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資料2-12 講義シラバスの例 
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（出典：平成２７年度講義シラバス）  
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資料2-13 単位修得率（平成27年度） 

  

  

単位修得率 

導入講義 基幹講義 専門講義 先端講義 全専門科目 

ﾏﾃﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ研究科 84.6 % 82.3% 88.8% 92.4% 85.4% 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）体系的・階層的な講義群、実習付講義、クォーター制、10月入学生や社会人

学生を考慮した講義日程、英語による講義、学修計画・記録書、オフィスアワー等の方策

により、実質的かつ組織的な教育課程を編成している。 

授業評価アンケートでは「シラバスで期待した内容が授業で得られたか」「講義は全体

としてよくまとまっていたか」「説明は工夫されていたか」などの教育内容に関する設問

に対して、５段階評価で５又は４と回答した者の割合が約80％となっている（資料1-11（P3-

10））。博士前期課程修了確定者アンケート（資料2-14）では、クォーター制やオフィス

アワー等の制度については70％～80%が良いと回答している。また、主体的な学習を促す仕

組みについても約80%があったと回答している。さらに、「人材養成目的に沿った結果をあ

げられたか」の設問には約80%ができたと回答している。以上の点から、教育課程の実効性

は十分高いと判断される。 

  

（再掲）資料 1-11 授業評価アンケート集計結果（P3-10） 
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資料2-14 博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（クォーター制、オフィスアワー等） 
マテリアルサイエンス研究科 

 

とても良い制度である 13

良い制度である 27

どちらとも言えない 13

見直すべきだ 2

未回答 0

とても良い制度である 18

良い制度である 27

どちらとも言えない 8

見直すべきだ 2

未回答 0

Ｑ４．本学では，短期間で知識を修得するために，１期間８週間の講義期間を４期間設けるクォーター制を導入して
います。この制度についてどう思いますか。

Ｑ５．本学では，単位制度を徹底するために専門科目の授業は極力午前中に開講し，午後は個別指導を行うため
のオフィスアワーと教室外における準備学習・復習の自学自習時間，および英語等の先端領域基礎教育院科目
の開講に充てています。この制度についてどう思いますか。

とても良

い制度

である

24%

良い制

度であ

る

49%

どちらと

も言えな

い

24%

見直すべ

きだ
3%

とても良

い制度

である

33%

良い制

度であ

る

49%

どちらと

も言えな

い

14%

見直す

べきだ
4%

十分あった 24

あった 20

どちらとも言えない 9

なかった 1

未回答 1

Ｑ１６．本学では，主体的な学修を促す仕組み（ゼミでの発表，授業におけるレポート提出，学生グループによる取
組等）があったと思いますか。

十分

あった
44%

あった
36%

どちらと

も言えな

い

16%

なかった

2%
未回答

2%
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（出典：平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（マテリアルサイエンス研究科）） 

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができた

14

人材養成目的に沿った成果を概ねあ
げることができた

32

どちらとも言えない 8

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができなかった

0

未回答 1

Ｑ１７．本学では，研究科毎に人材養成目的を掲げています。
　　あなたにとって，本学の博士前期課程は，「人材養成目的に沿った成果」をあげることができるものでしたか。

人材養成目的

に沿った成果を

あげることがで

きた

25%

人材養成目的に

沿った成果を概

ねあげることが

できた

58%

どちらとも

言えない
15%

未回答

2%
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果  

(観点に係る状況) 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

各授業科目は試験による厳格な成績評価を実施しているにもかかわらず、単位修得率(平

成27年度)は約85.4％（資料2-13（P3-27））と高く、講義レベルの質の保証を図りつつ、

学習の成果をあげていると判断される。 

１年次終了時には、所定の単位修得にあわせて、研究計画提案書の審査を課し、これを

学内での進級に相当する必須のプロセスとしている（資料2-7（P3-21））。また、博士学

位審査にあっては学位論文の質を保証するため学外の審査委員を必ず１名以上加えている

（資料2-8（P3-22））。このような厳格なプロセス管理を行っていることを前提としなが

らも、平成22～26年度の平均で、博士前期課程においては92.9％の学生が、博士後期課程

においては70.1％の学生が標準修業年限内に学位を取得している（資料3-1）。 

 

 

（再掲）資料 2-13 単位修得率(平成 27 年度)（P3-27）  

 

（再掲）資料 2-7 博士前期課程のスケジュール（P3-21） 

 

（再掲）資料 2-8 博士後期課程のスケジュール（P3-22） 

 

 

資料3-1 学位取得までに係る年数 

マテリアルサイエンス研究科　博士前期課程 （単位：人）

H22年度 73 5 2 80 91.3%

H23年度 100 6 0 106 94.3%

H24年度 66 8 2 76 86.8%

H25年度 62 5 1 68 91.2%

H26年度 83 4 0 87 95.4%

H27年度 88 3 0 91 96.7%

修了年度
学位取得までに係る年数

合計
標準修業年限内

での修了率
標準修業
年限以内

＋１年以内 ＋２年以内

 

 

マテリアルサイエンス研究科　博士後期課程 （単位：人）

H22年度 9 6 1 1 17 52.9%

H23年度 17 0 6 0 23 73.9%

H24年度 18 3 0 0 21 85.7%

H25年度 5 6 0 1 12 41.7%

H26年度 22 3 3 1 29 75.9%

H27年度 18 4 3 0 25 72.0%

※「標準修業年限」には、長期履修期間内に学位を取得した者を含む。

修了年度
学位取得までに係る年数

合計
標準修業年限内

での修了率
標準修業

年限以内※
＋１年以内 ＋２年以内 ＋２年超過
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●資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な賞の状況から判断され

る学習成果の状況 

研究科所属学生は、学会等において多くの受賞の実績を残している（資料3-2）。第１期

中期目標期間（平成16～21年度）の６年間では受賞件数が27件だったのに対し、平成22～

27年度の６年間では63件と約2.3倍に増えている。これらは十分な基礎学力を基に得られ

た研究の成果であり、教育活動の成果としても評価できる。 

 

資料3-2 学生の受賞状況                     （単位：件） 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

マテリアルサイエンス研究科 12 9 4 7 13 18 

 

受賞年度 所属・学年 受賞題目 

H22 年度 

マテリアル・Ｄ Annual Meeting of the Polymer Processing Society, PPS26 BEST Poster Award 

マテリアル・Ｍ マテリアルライフ学会第 21 回研究発表会研究奨励賞 

マテリアル・Ｄ 5th Pacific-Rim Conference on Rheology Best Poster Presentation Award 

マテリアル・Ｄ ISAMP・NT2010 Best Poster Presentation Award 

マテリアル・Ｍ 高分子学会北陸支部優秀研究賞 

マテリアル・Ｄ 三洋クリーンテクノロジー財団ソーラー論文コンクール研究論文賞 

マテリアル・Ｍ 第 14 回日本セラミックス協会北陸支部秋季研究発表会 優秀ポスター賞 

マテリアル・Ｄ AWPP2010 Best Poster Presentation 

マテリアル・Ｄ AWPP2010 Best Poster Presentation 

マテリアル・Ｄ AWPP2010 Best Poster Presentation 

マテリアル・Ｍ AWPP2010 Best Poster Presentation 

マテリアル・Ｍ マテリアルライフ学会 研究奨励賞 

H23 年度 

マテリアル・Ｍ ALC '11 Student Awards 

マテリアル・Ｍ 第 108 回触媒討論会優秀ポスター賞 

マテリアル・Ｄ IUPAC poster prize 

マテリアル・Ｄ MNC 2010 Young Author's Award 

マテリアル・Ｍ 8th ISAMAP Best poster presentation 

マテリアル・Ｍ 第 15 回日本セラミックス協会北陸支部秋季研究発表会優秀ポスター賞 

マテリアル・Ｄ 平成 23 年度応用物理学会北陸・信越支部発表奨励賞 

マテリアル・Ｍ 日本化学会 BCSJ 賞 

マテリアル・Ｍ マテリアルライフ学会 研究奨励賞 

H24 年度 

マテリアル・Ｄ ANTEC2012 ポスター賞 

マテリアル・Ｍ 生物物理若手の会ポスター賞 

マテリアル・Ｄ 研究奨励賞 

マテリアル・Ｄ 研究奨励賞 

H25 年度 

マテリアル・Ｄ 
日本学術振興会「次世代の太陽光発電システム」シンポジウム イノベイティブ PV 奨

励賞 

マテリアル・Ｄ 
「The 4th International Symposium on Organic and Inorganic Electronic Materials 

and Related Nanotechnologies (EM-NANO 2013)」 Best Poster Award 

マテリアル・Ｄ 「Asian Polyolefin Workshop 2013」 An inorganic chemistry frontiers poster prize 

マテリアル・Ｄ 
「IUPAC 9th International Conference on Novel Materials and Synthesis」 Poster 

Award 

マテリアル・Ｄ 
「International Symposium on Frontiers of Materials Science 2013」 best poster 

award 
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マテリアル・Ｄ 
「the 9th International Symposium on Atomic Level Characterizations for New 

Materials and Devices 2013」 Student Award 

マテリアル・Ｄ 
「CEMS International Symposium on Supramolecular Chemistry and Functional 

Materials 2013」 CEMS Rising Star Award 

H26 年度 

マテリアル・Ｍ 「プラスチック成形加工学会秋季大会成形加工シンポジウム」優秀ポスター賞 

マテリアル・Ｍ 「IPC2014 国際会議」ポスター賞受賞 

マテリアル・Ｍ 「IPC2014 国際会議」ポスター賞受賞 

マテリアル・Ｄ 
「247th American Chemical Society National Meeting and Exposition」Student 

Presentation Award 

マテリアル・Ｄ 「SID International Symposium」Distinguished Poster Award 

マテリアル・Ｄ 
「Catalytic Olefin Polymerization and High Performance Polyolefins (IWCOP)」Best 

Paper Award 

マテリアル・Ｄ 
「2nd International Symposium on the Functionality of Organized 

Nanostructures2014」Excellent Poster Award 

マテリアル・Ｄ 
電子情報通信学会・電子デバイス協会「機能ナノデバイスおよび関連技術」論文発表

奨励賞 

マテリアル・Ｄ 電子情報通信学会・電子デバイス研究会「論文発表奨励賞」 

マテリアル・Ｄ マテリアルライフ学会第 19 回春季研究発表会「研究奨励賞」 

マテリアル・Ｄ Annual Meeting of Society of Plastic Engineering, ANTEC2015「Best Paper Award」 

マテリアル・Ｄ 「European Materials Research Society (ERMS) meeting」Best Poster Award 

マテリアル・Ｄ 「MACRO2015 国際会議」Best Poster Awards 

H27 年度 

マテリアル・Ｍ 
平成 27 年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会 

「北陸・ 信越支部発表奨励賞」 

マテリアル・Ｍ EM-Nano2015「ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 第 64 回高分子学会討論会「優秀ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 第 64 回高分子学会討論会「優秀ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 成形加工シンポジア 2015「優秀ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 成形加工シンポジア 2015「優秀ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 成形加工シンポジア 2015「優秀ポスター賞」 

マテリアル・Ｍ 
平成 27 年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会 

「北陸・ 信越支部発表奨励賞」 

マテリアル・Ｍ 
DU-JAIST Indo-Japan Symposium on Chemistry of Functional 

Molecules/Materials「Best Poster Award」 

マテリアル・Ｍ 
DU-JAIST Indo-Japan Symposium on Chemistry of Functional 

Molecules/Materials「Best Oral Presentation Award」 

マテリアル・Ｍ 
DU-JAIST Indo-Japan Symposium on Chemistry of Functional 

Molecules/Materials「Best Poster Presentation Award 

マテリアル・Ｄ PACCON2016「BEST POSTER PRESENTATION」 

マテリアル・Ｄ EUROFILLERS and POLYMER BLENDS「Springer Poster Prize Award, 1st Prize」 

マテリアル・Ｄ 
World Polyolefin Congress 2015 

「Outstanding APO2015/WPOC2015 Poster Presentation」 

マテリアル・Ｄ 
International Symposium on Atomic Level Characterizations for New Materials and 

Devices「優秀論文賞」 

マテリアル・Ｄ 平成 27 年度北陸地区高分子若手研究会「ポスター賞」 

マテリアル・Ｄ 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015「優秀ポスター発表賞」 

マテリアル・Ｄ PACCON2016「Best Poster Award」 
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学内においてTOEICを入学時と各学期終了時に計８回実施している。入学時と比べてス

コアは大きく向上しており、語学学習の成果が認められる（資料3-3）。博士後期課程への

学内進学にはTOEIC等のスコアを課しており、海外留学・研修により語学力を実践する機会

もあることから、学生が積極的に語学学習を行う環境にある。 

 

 

資料3-3 TOEICの向上度 

（出典：平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果(マテリアルサイエンス研究科  

 

【マテリアルサイエンス研究科・博士前期課程学生】 

（スコア）
初回
１００点～２００点 1

２０１点～３００点 3

３０１点～４００点 5

４０１点～５００点 3

５０１点～６００点 4

６０１点～７００点 0

７０１点～８００点 1

８０１点～９００点 0

９０１点～９９０点 0

最終回または最高得点
２００点～３００点 0

３０１点～４００点 2

４０１点～５００点 4

５０１点～６００点 5

６０１点～７００点 0

７０１点～８００点 2

８０１点～９００点 0

９０１点～９９０点 0

向上度
０点～５０点 2

５１点～１００点 4

１０１点～１５０点 3

１５１点～２００点 2

２０１点～２５０点 1

２５１点～３００点 0

0

1

2

3

4

5

6

初回

0

1

2

3

4

5

6

最終回または最高得点

0

1

2

3

4

5

向上度
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●学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

学生の学業の成果を把握するために、各講義の学期末には授業評価アンケートを実施し、

課程の修了時には修了確定者アンケートを実施している。 

授業評価アンケートにおいては、「知的興味を刺激するような講義だったか」「シラバ

スで期待した内容が授業で得られたか」などの教育内容に関する設問において約80％が高

く評価していることから、大多数の学生が学修成果が得られたと認識している（資料1-11

（P3-10））。 

（再掲）資料 1-11 授業評価アンケート集計結果（P3-10） 

 

また、博士前期課程修了確定者アンケートにおいて、「研究科の人材養成目的に沿った

成果をあげることができたか」という設問に対して、83％ができたと回答している。課程

全体として有意義であったかの設問に対しては、85%が有意義であったと回答している。ま

た、主テーマ研究の有意義を問う設問でも96%が有意義であったと回答している（資料3-4）。

以上の点から、講義履修・研究指導等を通じて、高い強い達成度・満足度が得られたと分

析できる。 

資料3-4 博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（成果、満足度）

 

 

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができた

14

人材養成目的に沿った成果を概ねあ
げることができた

32

どちらとも言えない 8

人材養成目的に沿った成果をあげるこ
とができなかった

0

未回答 1

Ｑ１７．本学では，研究科毎に人材養成目的を掲げています。
　　あなたにとって，本学の博士前期課程は，「人材養成目的に沿った成果」をあげることができるものでしたか。

人材養成目的

に沿った成果を

あげることがで

きた

25%

人材養成目的に

沿った成果を概

ねあげることが

できた

58%

どちらとも

言えない
15%

未回答

2%

＜Ⅵ　本学の満足度及び成果について＞

とても有意義であった 26

有意義であった 21

どちらとも言えない 4

有意義ではなかった 1

未回答 3

Ｑ３１．あなたにとって本学の博士前期課程は有意義でしたか。

とても有

意義で

あった

47%有意義

であった
38%

どちらと

も言えな

い

7%

有意義

ではな

かった

2%

未回答

6%
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（出典：平成27年３月期博士前期課程修了確定者アンケート集計結果（マテリアルサイエンス研究科）） 

 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）講義の単位修得状況、課程の修了状況を見ると、個々の講義レベル、課程全

体の教育、学位論文の質を保証しつつ、高い割合で修業年限内に学位を取得している。ま

た、授業評価アンケートと修了確定者アンケートからは、学生自身が学業成果に強い達成

感と満足感を持っていることがわかる。以上の点より、学業の成果があがっていると判断

される。 

 

主テーマ 副テーマ
とても有意義であった 36 17

有意義であった 17 21

どちらとも言えない 1 10

有意義ではなかった 0 6

未回答 1 1

Ｑ１３．本学では，幅広い基礎知識と能力の修得のため，主テーマ研究の他に副テーマ研究を設け，見識を広め
て主テーマ研究に活かす制度をとっています。この主テーマ・副テーマ制度は，あなたにとって有意義な制度でし
たか。

とても有

意義で

あった

65%

有意義

であった
31%

どちらと

も言えな

い

2%

未回答

2%

主テーマ
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観点 進路・就職の状況  
(観点に係る状況) 

●進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

平成22～27年度において、博士前期課程修了者のうち就職希望者の就職率は95.5％であ

り、ほとんどの希望者が就職に至っている。平成27年度においては、学生の希望する業種

の内訳は、電気・電子・機械系及び素材・食品・メディカル系が約60％、その他の技術系

が約20％及びその他（営業・企画・専門職系等）が約20％となっており、実際の就職実績

もほぼこの割合に近く、学生の希望に沿ったものになっている（資料4-1）。博士前期課程

を修了し、博士後期課程に進学する者の割合は、平成22～27年度の平均で20.1％（508名中

102名）となっている（資料4-2）。博士後期課程修了者の多くは、高度な専門知識と研究

能力が要求される民間企業及び大学等の研究者や教員の道に進んでいる（資料4-3）。 

 

資料4-1 博士前期課程修了者の業種別就職状況（マテリアルサイエンス研究科） 

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

繊維工業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製
造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

情報通信
業

運輸業・
郵便業

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育
その他の
サービス

業
地方公務 小計

2 2 1 10 3 9 3 7 5 1 3 2 2 4 2 56

3.6% 3.6% 1.8% 17.9% 5.4% 16.1% 5.4% 12.5% 8.9% 1.8% 5.4% 3.6% 3.6% 7.1% 3.6% 100%

建設業

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

繊維工業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製

造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

その他の
製造業

情報通信
業

学術・開
発研究機

関

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育

社会保
険・社会
福祉・介
護事業

その他の
サービス

業
小計

1 2 1 1 15 3 19 8 6 3 3 2 2 3 1 1 3 74

1.4% 2.7% 1.4% 1.4% 20.3% 4.1% 25.7% 10.8% 8.1% 4.1% 4.1% 2.7% 2.7% 4.1% 1.4% 1.4% 4.1% 100%

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

繊維工業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製
造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

その他の
製造業

卸売業 金融業

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育
その他の
教育、学
習支援業

その他の
サービス

業
国家公務 小計

2 1 2 6 2 4 4 6 2 2 3 1 1 1 1 3 2 43

4.7% 2.3% 4.7% 14.0% 4.7% 9.3% 9.3% 14.0% 4.7% 4.7% 7.0% 2.3% 2.3% 2.3% 2.3% 7.0% 4.7% 100%

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

繊維工業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製
造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

その他の
製造業

電気・ガ
ス・熱供
給・水道

業

情報通信
業

学術・開
発研究機

関

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育
その他の
サービス

業
小計

1 3 1 5 3 6 3 2 1 3 1 3 1 3 1 6 43

2.3% 7.0% 2.3% 11.6% 7.0% 14.0% 7.0% 4.7% 2.3% 7.0% 2.3% 7.0% 2.3% 7.0% 2.3% 14.0% 100%

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

建設業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製
造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

その他の
製造業

卸売業
情報通信

業

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育
その他の
サービス

業
小計

1 1 1 11 3 5 9 8 5 3 1 1 1 1 9 60

1.7% 1.7% 1.7% 18.3% 5.0% 8.3% 15.0% 13.3% 8.3% 5.0% 1.7% 1.7% 1.7% 1.7% 15.0% 100%

建設業

食料品・
飲料・た
ばこ・飼
料製造業

繊維工業
印刷・同
関連業

化学工
業、石
油・石炭
製品製造

業

鉄鋼業、
非鉄金
属・金属
製品製造

業

はん用・
生産用・
業務用機
械器具製

造業

電子部
品・デバ
イス・電
子回路製

造業

電気・情
報通信機
械器具製

造業

輸送用機
械器具製

造業

その他の
製造業

電気・ガ
ス・熱供
給・水道

業

情報通信
業

卸売業 小売業
学術・開
発研究機

関

その他の
専門・技
術サービ

ス

学校教育
その他の
サービス

業
小計

1 1 2 4 8 3 7 9 13 5 3 1 5 1 1 1 3 1 2 71

1.4% 1.4% 2.8% 5.6% 11.3% 4.2% 9.9% 12.8% 18.4% 7.0% 4.2% 1.4% 7.0% 1.4% 1.4% 1.4% 4.2% 1.4% 2.8% 100%
H27

H22

H23

H24

H25

H26

資料4-2 博士前期課程修了者の進路先状況 

マテリアルサイエンス研究科                   （単位：人） 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

博士前期課程計 80 106 76 68 87 91 

進 

路 

先 

状 

況 

進学者 11(4) 21 23(3) 17(3) 19(1) 11 

民間企業等 54 72 40 41 59 69 

公務員等 3 3 3 2 1 2 

現職復帰者・ 

勤務継続者 
0 0 1 0 0 0 

その他 12 10 9 8 8 9 

 注：( )は、他大学への進学者で内数 
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資料 4-3 博士後期課程修了者の進路状況 

マテリアルサイエンス研究科                     （単位：人） 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

博士後期課程計 17 21 21 9 27 23 

進 

路 

先 

状 

況 

民間企業等 7 2 4 1 6 7 

国公立大学教員 2 6 1 1 2 0 

私立大学等教員 0 0 0 0 1 0 

ポスドク研究員 6 9 7 3 8 6 

現職復帰者・ 

勤務継続者 
2 1 6 0 2 2 

公務員等 0 1 0 0 1 1 

その他 0 2 3 4 7 7 

 

●在学中の学業の成果に関する修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等の結

果とその分析結果 

平成26年10月に、平成22年度博士前期課程修了者を対象として修了後３年時点でのアン

ケートを実施した。本学での学修内容の満足度に関しては、約95%が満足している回答であ

った（資料4-4）。同時に実施した現在の上司へのアンケートにおいては、「修了者に研究

科の専門知識や問題解決が身についているか」の設問に対して約80%が肯定する回答であ

った(全学データ)（資料4-5）。他の設問に関しても肯定的な回答が大多数であり、就職先

の上司から見ても、修了者の教育の成果を評価するものであった。 

加えて、平成26年12月に、平成15年度博士前期・後期課程修了者を対象として修了後10

年時点でのアンケートを実施した。「本学での学修が有益であったか」という設問に対し

て、約95%が有益であったと回答した（資料4-6）。その他の設問に関しても肯定的な回答

が大多数であり、長期的視点から見ても、修了後のキャリアにおいて本学在学中の学業の

効果があがっているといえる。 

 

 

資料4-4 修了者アンケート集計結果(修了３年目アンケート結果)（学修内容の満足度） 

 

（出典：平成27年度JAIST修了者アンケート（修了３年目アンケート）集計結果(全学)） 
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資料 4-5 修了者の上司のアンケート集計結果（研究科の専門知識や問題解決力） 

 

（出展：平成27年度実施 修了者の上司のアンケート集計結果（全学）） 

 

 

資料4-6 修了者アンケート集計結果(修了10年目アンケート結果)（学修が有益か） 

 

（出典：平成27年度JAIST修了者アンケート（修了10年目アンケート）集計結果(全学)） 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）就職難の傾向にある近年の社会状況にもかかわらず、修了者は高い就職率を

示している。また、学生の希望分野と実際の就職実績はほぼ一致しており、本人のキャリ

ア志向が実現されていると判断される。 

修了後３年及び 10 年時点でのアンケートからは、いずれも本学での学修の満足度・有益

性が非常に高い結果であり、在学中の学業の成果が生かされていると判断される。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育活動について下記に示す。 

 
①教育プログラムの改善 

・通常の博士後期課程に相当する３Ｄプログラムに加えて、５Ｄプログラム（５年一貫コ

ース）を設置し、博士の学位の取得を目指す学生を入学後の早い段階から積極的に支援し

た。また、博士後期課程への学内進学要件を見直し、博士前期課程では高い専門性と広い

視野を養うコースワークを中心とし、博士後期課程では研究に専念できるようにした。こ

れらの取組の成果として、博士前期課程修了者に対する学内進学者の割合は、平成22～27

年度の平均で20.1%（102名／508名）と、第1期中期目標期間と比べて3.3ポイント増となっ

ている（参考：平成16～21年度の平均16.8%）。 

 

・平成23年度に高度な教養、高い倫理性、多様な文化に対する理解力、語学力を含めたコ

ミュニケーション能力を培う教育、及び、キャリア教育を実施する「先端領域基礎教育院」

を設置して、全学共通の大学院教養科目を開設し、研究科の専門科目教育との相乗効果を

生み出した。 

 

・学外研修助成制度を設けて、外部の研究や成果発表の場において、修得した専門的能力

及び語学力を実践的に磨く機会を提供した。この制度を利用して副テーマ研究を海外の研

究機関で行った件数は11件、インターンシップは２件であった。 

 

以上の点から、学生に専門的能力に加えて、教養・コミュニケーション能力、問題発見・

解決能力等を獲得させるという教育目標に沿って、教育プログラムの質の向上があったと

判断する。 

  
②教育活動の国際化の取組 

・博士前期課程に英語による講義科目を新設して英語のみによる学位取得を可能としてい

る（資料2-9（別添資料Ｐ４））。また、語学科目及びTOEIC IP試験などを充実させた。 

 

（再掲）資料 2-9 平成 27 年度授業科目一覧（別添資料Ｐ４） 

 

・留学生の受入を積極的に進め、海外に在住している者を対象に渡日を要しない「海外在

住者対象推薦入学特別選抜」を創設した。この制度により、平成27年度には、ベトナム、

ドイツ、バングラデシュ及びインドから各１名が入学している（資料1-7（P3-8））。また、

チュラロンコン大学、デリー大学とのダブルディグリープログラムの推進、学術交流協定

校からの推薦入学、大学独自の奨学金制度等によって留学生の受入を推進し、平成27年５

月の時点で第１期中期目標期間を大幅に上回る留学生数84名、留学生比率31.9％（博士前

期課程17.2%、博士後期課程58.5%）に達した。（参考：平成21年５月時点、留学生数39名、

留学生比率14.8％）（資料1-8（P3-8））。 

 

（再掲）資料 1-7 海外在住者対象推薦入学特別選抜による入学者数（P3-8） 

 

（再掲）資料 1-8 学生数及び留学生数（P3-8） 

 

・平成24年度から、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）との間で「UCL-JAIST

協働研究指導プログラム」を開始した。 
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・平成22年度以降12名の外国人教員を採用しており、外国人教員の比率は第１期中期目標

期間を大幅に上回る18.8％となっている（参考：平成22年３月時点6.1%）（資料1-4（P3-

5）。 

（再掲）資料 1-4 外国人教員採用数及び外国人教員比率（P3-5） 

 

以上の点から、留学生の積極的な受入、入学後の英語のみによる課程修了、学生の英語

力向上と海外への派遣、外国人教員の積極的な採用等の教育活動の国際化の取組において

質が向上したと判断する。 

 

 
（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

平成22～27年度において、第１期中期目標期間終了時点と比較して質の向上があったと

判断する教育成果について下記に示す。 

 

①化学人材育成プログラムへの採択 

 日本化学工業協会が化学産業の国際競争力や技術力の向上を推進する一環として創設し

た「化学人材育成プログラム」に採択されており（平成25年度）（資料5-1(別添資料Ｐ８)）、

本研究科の教育プログラムの教育成果が高いことを裏付けている。 

 

 資料5-1  一般社団法人日本化学工業協会 第４回「化学人材育成プログラム」 

支援対象専攻（別添資料Ｐ８） 

 

 

②学生の学会等における受賞実績 

平成22～27年度の期間、学会等における学生の受賞は合計で63件あり、第１期中期目標

期間の受賞件数（27件）と比較すると大幅に増加している。特に、留学生が海外での国際

学会において研究成果を発表した際に受賞するケースが目立っており、教育活動の国際化

への取組が、教育成果の面からも教育の質の向上に寄与していると判断する（資料3-2（P3-

31））。 

 

（再掲）資料3-2 学生の受賞状況（P3-31）  
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